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第5回 琉球大学農学部地域貢献シンポジウム

八重瀬町からハイサイ!

一産学連携で地域資源、を活用して地域活性化一

日時:平成 25年 11月 22日 (金) 13:00~16:30 

場所:八重瀬町中央公民館

司会者: みなさんこんにちは。琉球大学農学部の外山

と申します。琉球大学は地域に根ざして、地域に聞かれ

た、そして地域と連携した大学であるということを方針

として持っておりまして、その中でも農学部が特にそう

いう役目を負っているものであると思います。5年前に、

当時の仲地学部長が地域貢献シンポジウムを始めるとい

うことで発案されて、今回で5回目ということで毎年開催

している、地域と連携して大学から情報を発信する、と

いうそういう目的で、やっているシンポジウムです。今日

は111寺から4時半までと少し長いんですけれども、お付ーき

合いいただければと思います。

司会琉球大学農学部教授外山博英氏

最初に、八重視田町の町長にあたります比屋根方次さん

の挨拶を、今日は不在ということですので福島正信副町

長の方から代読ということで、よろしくお願いします。

福島副町長 :ハイサイ、 グスーヨーチューガナビラ。

只今ご紹介いただきました、八重瀬町副町長の福島と申

します。本日は大変ご苦労様でございます。只今司会の

方からもご案内がありましたように、町長は木土の出張

中でございまして、代わりに私がご挨拶を申し上げる事

になります。本日は琉球大学農学部の方が主催しまして、

「ノ、ィサイ、八重瀬町」という ことで、 シンポジワムが

行われるという事で大変よろこばしく思っております。

実は私も琉球大学農学部の出身でございまして、私の母

校でもある琉球大学農学部の方でこういうシンポジウム

開会の挨拶八重瀬町長比屋根方次氏 (副町長

福島政信氏代読)

を開催していただけるという事に大変感激しております。

よろしくお願いします。それでは町長のほうから御挨惨

の方預かつておりますので、私の方から代読させていた

だきたいと思います。

本目、産学連携で、地域資源、を活用して地域活性化をテ

ーマに「第51司琉球大学牒学部地域貢献シンポジウム」が、

ここ八重瀬町で開催されるにあたり町民を代表しまして

開会ならびに歓迎のごあいさつを申しあげます。八重瀬

町の農業につきましては以前からさとうきび作を中心と

してきましたが、近年は野菜、花井、果樹の生産も年々

増えてまいりました。特に拠点産地としてピーマン、甘

藷、オクラ、さやいんげん、小菊、マンゴーの品目が認

定を受け、ピーマンにつきま しては県内生産の約7割を

占めており、生産農家の皆様に敬意を表すものでありま

す。さて、我が国の農業が関わる環境は大変厳しいもの

がございます。ご承知の通り、昨今の円安により肥料や

飼料、ガソリン等の高騰により生産農家の経営は大変な

厳しさを強いられております。また、 TPP交渉参加問題が

我が国の農業の先行きを不透明なものにしており、特に
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沖縄県では砂糖や牛肉、豚肉の関税撤廃の!岳念からサ卜

ウキビ生産農家や畜産j共家の不満が高まっております。

今まさに民業の転換期をむかえているといっても過言で

はないと考えます。そのような折、今回のシンポジウム

は誠に時期も得ているとともに、八重i担Jlq案による沖縄

県農業の新しい方向性を示す内容となっており 、地域貢

献を目的とした今回のシンポジウムを企画していただき

ました琉球大学農学部に対して敬意を表すとともに、深

く感謝申し上げます。本日は基調講演、 4名の方々の一般

講演、フロアを交えた総合討論と続きますが、有意義な

シンポジウムとなりますことと、木日ご参加いただいた

みなさまの今後のご活躍とご健康を祈念申し上げ御挨拶

といたします。平成2S年1I月22日八重瀬Jl1y長、比屋根方

次。代読になりました。ありがとうございます。

司会者: どうもありがとうございました。それではシ

ンポジウムの方に入りたいと思います。まず最初に基調

講演ですけれども、琉球大学農学部亜熱帯地域農学科の

農林経済科学分野の教授であります内藤重之先生に「互

恵、的な産学連携で地域も大学も元気に !Jということで

講演をしていただきます。内藤先生よろしくお願いしま

す。

只今ご紹介いただきました、琉球大学股学部で経済学を

担当しております内藤と申 します。どうぞよろしくお願

いします。今日は「互恵的な産学連携で地域も大学も元

気に !Jがテーマなんですけれども、まず簡単に自己紹

介させていただきたいと思います。彩、は大阪府の堺市で

育ちまして、大学院の博士課程2年の途中で中退をして大

阪府に就職しました。大阪府は全国H佐ーだと思うんです

けれども、一般農学職、技術職とは別に農学研究職とい

う職種が有りまして、私は農学研究j織で採用されたわけ

ですけども、農学研究職というのは採用されると、普通

は定年まで、ずっと研究機関、試験研究機関に配属される

ところでした。ですので、落ち着いてj阪を据えて研究が

できるところだったんですけれども、そこで14年くらい

研究に務めてきまして、その後琉球大学に2007年移って

きました。

これが本講演の内容ですけれども、今日は5つくらいお

話をさせていただきいと思います。1つめは、今日のテー

マとして地域農業資源を活用した産学連携による地域活

性化ということでしたので、地域農業資源を活用した産

学連携というのがどういうことか、まず考えた上で3つほ

ど事例を報告させていただきたいと思います。県内の事

例についてはまた後ほど、パネラーの方から報告もあり ま

すので、まず1つめは大阪府において、行ってきた「水な

すJとか「なにわの伝統野菜」の振興による農業地域の

活性化の事例についてお話した後、事例の2つめとしては、

こちら琉球大学に移ってきてから農村調査実習という実

習を担当していますけれども、それとあわせて5大学合同

ゼミ、農村ワーキングホリデーの取り組みから産学連携

について考えていきたいと思います。それからもう 一つ、

事例の3番目としては、長野県飯田市というと ころが、

「学1愉IIDAJ という面白い取り組みをしていますので、

基調講演琉球大学農学部教授内藤 重之氏

それを紹介させていただいて、最後にまとめにかえてと

いうことでしめくくりたいと思っております。

早速、地域農業資源を活用した産学連携とはと言うこ

とですが、まず産学連腕とか産学官連携としづ言葉をよ

くお聞きになると思いますけども、簡単にその内容を見

ると、新技術の研究開発や新事業の創出を図ることなど

を目的として、民間企業とか農林漁業者、これが「産j

になるんですね、それと大学などの研究開発機関、これ

が「学Jになってくるんですけども、それらが連携する

ことということかと思います。で、この「産J I学」だ

けじゃなくて、固とか地方公共団体などの「官」が加わ

る場合には「産官学連携j とか「産学官連携Jと言う風

な言い方をするということです。ただ、その際に公設な

どの試験研究機関、和、が以前いた大阪府の試験研究機関

ですとか、沖縄県では沖縄県農業研究センターというよ

うな機関、あるいは今は国の試験研究機関はほとんど独

立行政法人になっていますけれども、それらは固とか県

が運営していますので、 「官Jに含める場合も多いです

けども、実態としては試験研究機関ですので「学」と同

様に機能する場合が多いという事ですので、一般的には

「学」に含めて議論する場合が多くなっています。ただ、

「産J I学Jとし、っても実際の取り組みとしては固とか

県の補助金を使って実施する他、あるいは固とか県の協

力の下で実施される場合も多いですので、あまり「産学

連携J I産学官連携」というものを気にせずに、今日は

それを含めて f産学連携Jという言い方で進めていきた

いという風に思っています。で、ただそのように「産学

連携Jというのは説明できると思うんですけれども、じ

ゃあ地域農業資源を活用した産学連携というのはどうい

う事かという事ですが、これは今日講演される4人の先生

方に本当はお聞きしたいところではありますけれども、

私なりにご説明すると、地域の特産農産物や農業技術な

どを活用して地域の農業者や民間企業などの「産Jと大

学や公設試験研究機関などの「学j が連携することを指

すのかな、と思います。そこで、こういう農業とか農村
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基調講演 スライドの一つ

関連の産学連携にあたる場合のポイントとしては、工業

部門でしたらただ単に新技術を開発したり、新事業を創

出したりすることで済むと思うんですけれども、農業 ・

農村関連の場合には、さらに農村地域の活性化にまで結

びつけることが重要になってくると思っていますし、さ

らに地域コミュニティとか、福祉 ・環境問題の解決にま

で取り組むということも重要かなとも考えています。そ

れから、大学の場合には開発した技術や研究成果を民間

企業等へ移転することによる社会還元というのが使命の

一つになっています。これは大学の第三の使命と言われ

たりしますけれども、大学は教育と研究、これらが第一、

第二の使命ですので、産学連携によって研究が発展する

とか、あるいは学生の教育に繋がることも重要かなとい

う風に考えております。特に農学という分野は地域に出

なければ問題の本質が見えないところがありますので、

農学部の教員や学生は産学連携によって農村や農業、あ

るいは関連産業の抱える問題や課題を体得していくとい

う事がとりわけ重要になってくると思っています。そこ

で、事例別に見たいと思います。

まず大阪府にある「水なす」と「なにわの伝統野菜」

の振興による地域活性化の取組事例です。この中で「水

なすJをご存知の方はおられませんかっおられましたら、

手を挙げていただきたいんですけれども。2，3人ですか

ね、ありがとうございます。そしたら「なにわの伝統野

菜」って聞いたことがある人、手を挙げていただけませ

んか。さらに少ないですね、 1人ぐらいですね。ありがと

うございます。関西では「水なす」も「なにわの伝統野

菜」も結構有名だと思うんですけれども。まず「水なす」

の方からお話ししたいと思います。 I水なすj というの

は大阪府の南部、大休校、の住んでいた堺市を含めて、大

和川、大阪市と堺市の聞に大和川と言う)11がありますけ

れども、それより も南側、ちょうど関西国際空港がある

あたりが泉州地域という風にいいますけれども、その地

域の伝統野菜です。この、 写真にもありますように一般

のなすと比べると非常に皮が柔らかく 、丸い形をしてい

る。それから水なすの名前の由来を書いていますけれど

も、非常に水分を多く含んでいます。普通のなすは絞っ

ても水が落ちるという ことはありませんけれども、 7}くな

すはギュッと絞ると水が滴り落ちてくるくらい水分が多

いです。昔は、水田の脇に 「水なす」を植えて、農作業

で喉が渇いた時に水なすを食べて水分補給をしたという

くらい水分が多いというのが特徴です。それから、ナス

はアクが強くてなかなか生では食べられませんけれども、

水なすはアクが少なくてほんのりとした甘みもあります

ので、生で食べることができます。さらに、一晩ぬかに

経く漬けて浅漬けにすると絶品だということで、昔から

泉州地方で、は夏は水なす漬というのが風物詩だというこ

とでいわれています。ただ、水なすは各農家、門外不出

とされていまして、各農家によって自家採種が繰り返さ

れてきたということで、系統や生産者によって色や形が

バラバラだという特徴があります。それから、栽培条件

によって形質が変化しやすいという特徴もありまして、

村を離れると「木なす」に化けるということで、 「木な

す」というのは一般のなすのことを指しますけれども、

泉州地方、地域以外に出すと普通のなすになってしまう

という風に言われています。こちら19'縄にきてから直売
所でたまに水なすを見かけることがありますので、全国

各地の直売所でも水なすが最近で、は売られるようになっ

ていますけれども、なかなか大阪で売れるような品質の

水なすっていうのが現状では見られないということで、

非常に生産適地は限られているという特徴もあります。

それから、果皮が非常に簿くて傷つきやすい、それもあ

って、生でもさくさく食べられるという事なんですが、

非常に皮が薄い、傷つきやすいということですので、長

距離輸送が困難で、 「水なす大和川を越えず」というよ

うな言い方をして、堺市より 北にはなかなか、いくらお

いしいとは言っても、流通しないというのが難点です。

それからこの写真でも見てお分かりいただけると思し、ま

すけれども、果皮の色が非常に薄くて、漬物にすると色

が落ちて、茶褐色に変色しやすいこともあります。そう

いうような事で、長い問、泉州地域以外には出回らずに、

自家消費が中心でした。それをなんとか大阪府堺市にあ

りましたA祉というところが全国に流通できるような商品

にしたいということでブkなす漬の商品化に取り組みまし

た。このA社と いうのは1971年創業の会社ですけれども、

会社の設立当初に社長が農家の方から水なす漬をいただ

いて、 そのおいしさに感動しましてなんとか商品化した

いということで研究開発を開始されました。その|際に、

特に色調がよくてしかも柔らかい系統の水なすを探索し

てそのさくさく感を味わってもらいたいということでフ')，

なすを探索し、あわせて流通段階において発酵を防止し、

独特の風味と歯ざわりを保持したまま賞味期限を延ばす

技術の開発に取り組みました。なかなか商品開発難しく

て1983年頃、 l2f!三ぐらいでようやくぬか漬けの商品化に目

処が立ちまして、85年に商標登録を取得して、 87年から

関東方面への出荷を開始されました。ただ関西では浅漬

けというと米のぬかにつけたぬか漬けが一般ですけれど

も、関東では調味液に漬けた液漬けが一般的になってい

るということで、 88年には液漬けの水なす演が開発され

ています。それから例年には関西国際空港が開港しまし

たので、それに伴ってギフト向けの販売を本格的に開始

しました。ただそういう形で商品開発化が進んできまし

たけれども、人気が出て71くなす漬を商品として販売する
業者も多く出てきましたけれども、なかなか原料調達が

不安定であるとか、あるいは色調が悪く、ギフト商品と
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会場の様子真剣に聞き入る参加者

しては見た目が悪い。それからギフト以外にも、販路を

広げていくことが課題でしたけれども、そういう風に課

題があるということで、試験場の方になんとか共同研究

してもらって、それらを解決してほしいということで依

頼がありました。そこで試験場の方でいろいろと研究開

発を行いました。まずは1980年代の前半ぐらし、から水な

すの収量や品質が不安定であって、それが生産の拡大を

妨げているということで、特に7Jくなすの栽培に適した台

木の品種を育成するということを始めました。水なすは

病気に弱し、ですので、台木に接ぎ木をして生産をしてい

ましたけれども、その台木を品種改良して、安定生産を

実現しています。それからもう1つは優良系統の選定とい

うことです。門外不出ということで農家の方もなかなか

出してくれなかったんですけど、そのあたりは普及セン

ターと協力しながら、いろんな水なすの系統を集めまし

て水なすに適した優良系統を選定しています。その際、

色のいいもの、水なすらしい形をしたもの、それから水

なす演にしてもさくさくとした歯ざわりのよいもの、皮

が柔らかい系統を選定しています。それから色調不良防

止技術の開発ということです。水なす演にすると、色が

落ちて褐変、変色するという事ですから、その褐変を防

いで=鮮やかななす紺、青というか紫色が出るような技術

を開発しました。それからその次が社会科学の分野で担

当したところですけれども、7Kなすの生産 ・流通・消費

の実態と消費'者 ・実需者のニーズ、の解明ということで、

漬物製造業者の方みなさん、原料調達が不安定で苦労さ

れていましたので、その円泊'化をはかることや、あるい

は販売戦略、それ以外にも販売をどのようにしていくか、

あるいは産地振興をどうしているか、という事を目的と

して、7Kなすの需要と供給を安定化し、消費者とか製造

業者の方のニーズを明らかにしています。そのようなこ

とで水なすの生産も伸びて、昔は泉州地域では泉州タマ

ネギが有名だ、ったと思いますけれども、タマネギやキャ

ベツの産地だ、ったものが、今で、は水なすが生産額で、ダン

トツ1位になっていますし、 i寅物製造業者の方も70社以上

となっており、非常に地域の活性化にもつながっており 、

産学連携の成功例となっています。それからそういった

形でフkなすが成功したということ、それと京都の「京の

伝統野菜」が成功したという事もありまして、生産者の

方あるいは漬物業者の方から昔は大阪にはいろんな伝統

野菜があって、こういう風に漬物として品質が優れたも

のが多かったので、なんとかそれを復活する取り組みを

して欲しいというような依頼がありましたので、伝統野

菜の復活などの取り組みも行いました。その第一蝉が、

ここに載っている4つです。みなさん、名前を見た事がな

いものばかりだと思いますけれども、 1番右側が毛馬胡瓜

(けまきゅうり)と言われているものです。これは大阪

市の都島区毛馬町が起源とされる半分白くていぼいぼが

ある黒いぼきゅうりです。これは奈良漬けにするとぱり

ぱりとした感触が残っていて、これ以上の品質のものは

ないといわれるくらいでしたけれど、もう全然府内では

生産していなかった。それから田辺大根(たなべだいこ

ん)というものですけれども、こちらは大阪市東住吉区

田辺という地域になりますけれども、そこが起源とされ

る白首大根。現在は長い大根が主流ですけれども、非常

に短くて太い大根です。それからその隣側が天王寺蕪

(てんのうじかぶら)ですけれども、こちらは大阪市天

王寺の扇平な燕。俳人の与謝蕪村が 「名物や燕の中の天

王寺Jという風に詠っている程、昔はよく食べていたみ

たいですけれども、この3っとも病気に弱い、あるいは食

べるところが小さ くて、あるいは傷みやすいということ

で全然府内では生産されていなかった。それからこちら

が勝間南瓜(こつまなんきん)で、これは大阪市西成区

玉出町、昔の!勝間村というところの特産の日本かぼちゃ

です。これは今東光の小説に『こつまなんきん』という

のがあって、それが映画化されたのが昭和30年代になる

と思いますけれども、小柄で、魅力的な人のこと を「勝間

南瓜みたいな女性」というような表現をしていたほど非

常に昔は有名だ、った南瓜ですが、西洋南瓜が主流になる

中で衰退していって、作られなくなっていました。これ

を試験場の方で種をいろいろ探したり 、あるいは国の試

験研究機関の方から取り寄せたりしながら種子を入手し

まして、場殖をしていきました。田辺大根は早いんで、す

けれども多くは90年代から始めています。 2000年代くらい

になるとブームにもなってきましたので、 2001年に「な

にわの伝統野菜」という冊子を作りまして、生産者の方

とかあるいは府内の小1'1コ学校に配布を行いました。さら

に2004年からは農林水産省の公募事業として「近畿地域

の伝統野菜の高品質安定生産技術と地産地消モテ守ルの開

発」というテーマで、近畿2府4県の試験研究機関と、あ

と大阪に辻調理師専門学校とし、う有名な料理学校があり

ますので、そことか漬物業者なんかと共同で技術開発な

どを行いました。その事業の中で特に原料となる伝統野

菜をつくりまして、それを加工業者さんに原料として供

給しまして、多くの加工食品をつくってもらいました。

その中から2006年段階ですけれども商品化されたものが

この表ですけれども、これだけの商品が開発されて商品

化にまで、結び、つきました。それから先ほども言いました

ように、伝統野菜のこれら4っとも大阪市内が発祥ですけ

れども、大阪市内の農地も少なくなってきているという

ことで、 一般の市民の方と協力して普及活動を行ってき

ました。 1つだ、けお話しますけれども、その1つが「田辺

大根ふやしたろう会」というものです。この組織は田辺

大根発祥地である大阪市東住吉区の有志が2000年に結成

したものです。ここではその取り組みの概要を紹介して

いますけれども、1つは田辺大根の来歴とか栽培方法、あ

るいはその調理方法を記載したパンフレットを作成して

おります。その際、来歴とか栽培方法については試験場
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の方で作成して、調理法は辻調理師専門学校の方にお願

いしてパンフレットを作成しています。それから種子は

試験場の中で増殖しましたが、それを栽培する人に配布

するというのは非常に大変ですので、ふやしたろう会に

お願いをして地域の人達とか、栽培希望者とかに配布し

てもらいました。栽培方法については試験場の方から職

員が行って、栽培法などを指導することを行いました。

それから収穫期には地元の商庄街と連携して「田辺大根

フェスタ」というものを開催していました。その中身は

地域住民や小学校児童が栽培した「田辺大根Jの品評会

を行うということとか、あるいは大なべで大根炊きをし

たり、あるいは田辺大根を即売するということをしたり

していました。その際、品評会の評価者として試験場の

方から職員を派遣することを行いました。それから「田

辺大根ふやしたろう会」では「田辺の大ちゃん」という

イメージキャラクターも作りまして、その関連商品を考

案して販売したり、あるいは展示したりとかしていまし

た。これが「田辺の大ちゃんJのキーホルダーですけれ

ども、こういうのもつくって子どもにも知ってもらおう

という風に思っています。こういうような形で、地域コ

ミュニティの拠点となる小学校とか商居街と連携しなが

ら、まちづくり運動として田辺大根の普及活動を実施し

ています。それによって地域とその周辺の地域では小学

校9校のほかに、一般家庭でも広く田辺大根が栽培される

ようになりまして、地域住民の交流の輪が広まることに

より、地域活性化にも結びついているということです。

それから今、小学校9校で大根を作っていると言いました

けれども、その中でも特に力を入れているのが長池小学

校というところで、時聞がありませんので読みませんけ

れども、児童や保護者を対象とした調査の結果、地域の

人々が学校教育や伝統野菜に関心を持つようになったと

いうような結果が出ていますね。特に、伝統野菜は食農

教育や環境教育の生きた教材となっていますし、小学校

を中心とした地域コミュニティづくりの素材ともなって

いるということで、教育にも結びついているということ

です。そういうような形で「産」からの要請によって産

学連携を行っているわけですけれども、地域活性化に結

びついている事例でした。

続きまして、私が琉球大学農学部に移ってきてから。

こちらは大学の方から地域にお願いして産学連携を行っ

ていることについて見ていきたいと思います。私ども農

学部では「農村調査実習j という授業を3年生を対象に行

っています。これは夏季休業期間中に宿泊研修として基

本的には2泊3日で農村調査を実施して、農村地域や農業

経営の実態を把握するための調査方法を理解するという

ことと、それを実践できる能力を身につけるということ

を目的にしております。 4年生になりますと、卒業論文の

研究で、この調査が必要になりますので、それらをでき

るようにするということが目的です。それから、それら

を通して農業・農村の実態と課題を明らかにして、農村

地域の活a性化について考察するということも目的にして

います。ただ、農村に行って農家のみなさんに協力して

もらう、そういうようなことばかりでは申し訳ありませ

んので、できるだけ年度末までに報告書を作成して地域

に還元するというようなことを行っています。私は2009

年からこの授業の担当をしていまして、これまでに伊江

島と宮古島と伊是名島で、行っています。大学的には農家

民泊を行っている農家ということで農家に泊めていただ

いて、そこで調査農家を紹介してもらって、そこに学生

が調査に行くという形で、行ってきました。その結果、学

生は教室ではできないような非常に貴重な体験をして、

非常に成長しているということですが、地域側の評価と

しても、地域がどういうような取り組みを行っているか

を学生に聞いてもらって、それに対する反応を見ている

うちに自分たちのやっている事に誇りが持てたとか、あ

るいは学生からいろいろ問題点を指摘してもらって課題

が見えてきたというようなことで、評価していただいて

いるというところもあります。それからもう 1つ、私たち

5大学合同ゼミというものを実施しております。これは農

業経済学の中でも、農村振興等を専門としている、研究

テーマとしている5大学の研究室が持ち回りでそれぞれの

地域を訪れて、合同で見学・学習を行うというものです。

地域の違う大学問で交流することによって視野を広げ、

親睦を深めることを目的にしていますが、その目標とし

ましては3つに分かれています。 1つは地域調査を通して

農業・観光関係のゼミ同士の交流を図るというのが1つ。

2つめに地域の魅力を知るとともに、地域の課題と展望に

ついて考えること。 3つめに農業分野・観光分野について

学んでいる大学同士の情報交換を行って知識を深めると

いうことです。その5大学ですけれども、宮城県仙台市に

ある宮城学院女子大学、それから群馬県の高崎経済大学、

和歌山大学、広島大学、琉球大学です。この北は東北か

ら南は沖縄の5つの大学で合同でゼミを行っております。

2010年から始めていますが、和歌山大学の担当で田辺市

に行ったり、あるいは宮城学院女子大学の担当で宮城県

ではありませんでしたけれども、山形県天童市、それか

ら2012年には沖縄の伊江島、それから今年は群馬県片品

村、尾瀬ですね、に行きました。そこで、現地の方にお

世話になったんですけれども、現地の方からはこんなに

沢山の大学の学生に来てもらって、自分たちの取り組み

が間違ってなかったと再確認したとの感想をもらいまし

た。それから、その5大学を中心としまして、東日本大震

災があって東北地方もそのいろいろと影響を受けたとい

うことで、奥州市の方から和歌山大学観光学部になんと

か農村振興になるようなことを考えてほしいと要請され

たこともありまして、それに合わせて5大学でなにかでき

なし、かということで、去年試行で今年から本格的に農村

ワーキングホリデーというのを取り組んでいます。これ

は、 1つは東日本大震災の被災地を元気にしたいというこ

とではありますけれども、こちら大学側としては地域活

性化を図る取り組みの1っとして、最近ワーキングホリデ

ーというような取り組みが注目されていますけれども、

これを実際に実践してその効果を検証したいということ

にあります。それからもう1つは地域農業者と大学生がと

もに地域活性化に向けた今後のあり方について考えあう

機会を設ける事によって、地域の熱意や思いを行動に移

してし、く契機とさせていただきたいと思っています。受

入地域は岩手県の胆沢地域とし、う、中尊寺で有名な平泉
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の北の奥州市の北部あたりです。参加大学は先ほどの5大

学に地元の岩手大学も入ってもらっています。実施時期

は9月中下旬で、この時期にちょうど向こうは稲の収穫時

期、繁忙時期で忙しいということと、この時期でしたら

まだ大学は夏休み中ということで実施しています。これ

による受入農家の評価としては、学生たちから元気をも

らった、あるいは農作業がはかどったとか、なかなか地

域のよさということを住んでいる人たちは認識できない

という事ですけれども、学生の話を聞いて地域のよさに

気づかせてもらったというような結果が出ています。こ

れら3っともそうですけども、学生は本当にいきいきとし

ていましたけども、教室の中では経験することのできな

い、非常に重要な経験をして非常に成長して帰ってきて

います。私たち教員としては、学生の成長というのは一

番うれしいことですので、本当に行ってみてよかったな

と，思っているので、地域の方にはお世話になりましたけ

れども、地域としても喜んでもらえているということで、

産学連携になっているかなと思っております。時聞があ

りませんので、農村ワーキングホリデーというのはどう

いうことか、ということについてまとめておきましたの

で、これは資料の方をご覧ください。

最後、事例の3番目の長野県飯田市の「学輪llDAJの取

り組みに移りたいと思います。長野県飯田市というのは、

人口1万5千人で長野県の中でも一番南側にある市です。

ここは、長野県でも非常に空気がきれいなところですの

で、それに伴いハイテク産業が盛んなところですが、昔

から食品産業とか農業が盛んで、特にりんごだとかある

いは富有柿が有名なところです。また古くから交通の要

衝として発展してきたところで、近年ではグリーンツー

リズムとか体験教育旅行、修学旅行を民泊で受け入れる

ということを盛んに行っていて、沖縄県でも有名なとこ

ろが多いですけれども、注目されていると思います。そ

れから「環境モデル都市Jに認定されているということ

でも注目されていたり、さらには「文化経済自立都市J

ということを目指した地域づくりということでも全国的

に有名なところです。いろんな注目されていることが多

いところですので、多くの研究者とか学生が調査研究に

訪れるところとなっています。ちょっと時聞がないので

とばしまして、そういうような形で多くの学生とかある

いは研究者がいっぱい訪れるというところに目をつけま

して、飯田市では南信州・飯田フィールドスタディとい

うのを行うようになっています。これは何かというと、

学生が大学を飛び出して、地域の社会環境あるいは自然

環境を直接肌で感じながら、他大学の学生とか地域住民

との学習交流を通じて自らの問題意識を高めていくため

の学習プログラムで、全国に先駆けたモデル的な取り組

みを飯田市で行っていますので、そういった取り組みや

地域住民による主体的な活動を3泊4日の実地講習という

形で学生に提供していこうということです。参加学生は

自身の関心のあるテーマごとにグループを形成するんで

すけれども、その中で飯田での学習・交流を通じて学ん

だことをグループ内で討論して、学生の視点で「飯田へ

の提言」として報告・発表を行うというような取り組み

です。また、そういうような形で調査研究とか飯田フィ

ールドスタディなどを通じてこれまで飯田と関係を深め

てきた大学関係者等で、飯田大学連携会議「学輪llDAJ

を設立しました。この目的は、さまざまな大学が飯田と

関係を持って、飯田に集って、飯田を起点に専門的知見

を地域に呼び込んでいくということで、コンセプトとし

ては21世紀型の新しいアカデミーの機能や場をつくると

いうことです。飯田市でうまくやっているなと思うのは

今われわれ琉球大学におりますけれども、飯田市という

のは大学のない所ですけれども、せっかくそこに大学生

とかあるいは研究者なんかが来てくれるんだから、それ

を活用しようというところです。この取り組みは産学連

携、 「産J r学Jじゃなくて官学連携ということになる
かもしれませんけれども、それによって産業界とか教育

界とか住民、行政との連携をはかつていくこととしてい

ます。時間もなくなってきましたけど、最後にまとめた

いと思います。

これまで3つの事例を見てきましたけれども、それらの

効果をまとめたいと思います。まず、事例1は試験場のと

ころですが、 「産」からの要請によって産学連携を実践

した事例ですが、漬物業者とか農家は売上の向上が実現

されて、ひいては地域活性化にも結びついています。そ

れから試験研究機関としては、研究業績の向上ですとか、

社会貢献に結びついております。それから2つめの事例、

こちらは大学側からの要請によって産学連携をしていけ

たらいいというものですが、こちらは農村住民の方から

は農業・農村の持つ固有の価値への気づき、専門家の聞

では「鏡効果」と言われていて、都市側からのいろんな

いわゆる気づきをもらうことによって、地域の価値に地

域の人たちが気づくというような効果が現れて、それに

よって地域の活性化がおこるということです。それと、

大学からすると、農業・農村体験によって学生が非常に

勉強させてもらって成長しますので非常によろこばしい

ことにもなります。それから3つめの事例は、双方向から

の産学といっても、官学連携ですが、自治体・住民から

すると、来訪者の増加、学生とか教員の方がたくさん来

ますので、それによって地域が活性化していますし、地

域の課題解決にも生かされています。それから大学から

すると、教員の研究業績の向上にもなりますし、学生の

教育にも結びついているということです。ですので、こ

の3事例のような産学連携によって、地域の大学、あるい

は試験研究機関にとっても有益な取り組みになっている

ということです。

時間もありませんので、最後に少し話させていただき

たいと思うんですけど、よくイノベーションとか地域活

性化を図るためには、 「若者J rぱか者J rよそ者」の
活用が必要といわれています。この「若者J rばか者」
「よそ者」ですけれども、その意味するところは、まず

「若者」っていうのは非常に強力なエネルギーを持つ者

のことで、大学生はみんな「若者」ですし、それから大

学の教員、実際には若くないかもしれませんけれども、

前向きに行動できる資質を持つ人が多いですので、大体

は「若者Jに当てはまると考えています。それから「ぱ

か者J。大阪人の私としては、 「ぱか」って言われるの
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は非常につらいのですが、 「あほj って言われても苦に

ならないんですけれども、 「ばか者」っていう意味です

が、これは頭が悪いという意味じゃなくて、 IEI来の価値

観の枠組みからはみ出した者。今の学生って言うのは私

たちからいうと何を考えているかよくわからないなと思

うことが多いですけれども、 旧来の価値観なんて全然気

にしていません、枠組みからはずれっぱなしです。それ

から、公務員をしていた私としては大学の先生つてのは、

なんちゅう非常識な人が多いのかと思います、失礼な話

ですが。というのは、大胆なアイデアを持つ人が多いで

すので、 「ばか者」が多いということです。それから、

「よそ者」 。これは、JitJrしい視点から地域や組織を見れ
る者とか、地域や組織の外にいて従来の仕組みを批判的

に見れる者、という ことになりますが、琉球大学の学生

は県内からが半分くらいですかね。半分くらいは県外の

方。 しかも北海道から来ている学生もいますし、東京か

らの学生もいますし。教員も私は大|坂出身ですけれども、

全国各地から来ていますので、 「よそ者」が多いです。

ですので、客観的にその地域のこと、あるいは地域政業

振興も見れるという風に思っています。ですので、大学

は「若者J Iばか者J Iよそ者」の宝庫です。ですので、

ぜひ産学連携を進めて大学も地I或も一緒に元気にしてい

きたいと思いますので、ぜひみなさんよろしくお願いし

ます。ということで、私のお話は終わりたいと思います。

ちょっと時間おして しまいましたけど、ご情聴あり がと

うございました。

司会 :内藤先生どうもありがとう ございました。布、も

「ばか者」の一人ですから、一緒に協力して、やりたい

思います。さきほど言うの忘れたんですけれど、講演を

してる途中に紙を 2枚入れてまして、質問用紙とアンケ

ートとありますけど、質問HI~;氏の方、内藤先生の名前書

いてないんですけれども、内藤先生にもし質問がありま

したら、こちらの方に書いていただいて、 一般誹演終わ

って総合剖論の前に集めますので、書いていただければ

と思います。それで、今から休憩をとり たいと思います。

ちょっと押したんですけれども、時間通り 211寺からはじ

めたいと思います。5分ほどですけれど休憩をとりたいと

思います。

休憩

八重瀬町の紅芋で製造されたへリオス酒造の本格いも焼

酎f紅一粋(ベにいっすい)J

白川ファームの「手作り酵素ドリンク野草木果」、「ジャムJ、

「焼き菓子」

カンダバー粉末を繰りこんだそばの試食
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力ンダバーと力ンダバーを利用した製品
司会者 :それでは一般講演を始めさせていただきます。

最初はカングパー(ぐしちゃんいい菜)の特産化への取

り組みと課題という演題で、ぐしちゃんいも生産組合長

安里美津男様、よろしくお願いします。

安里氏: みなさんこんにちは。ぐしちゃんいも生産組

合の安里でございます。私から、これまで取り組んでき

ました ぐしちゃんいもとカンダパーについて取組と諜

題とかを皆さんに報告して参りたいと思います。初めに、

ぐしちゃんいもについてでございます。平成 24年の実績

ですが作付面積が 22ha、生産量が 314toその内訳として

生食用が 110t。加工用これはお菓子原料等に使われてる

お芋です。180tぐらいを作っており ます。それからアノレ

コーノレ原料です、これは芋焼酎等に使われている芋でご

ざいます。これが大体 14tです。それから 10年前から芋

掘り体験を、実施しておりまして 10tぐらいのお芋を使

用しているところがあります。また先月は、芋のパンと

いうことで発売もしております。これまで、平成 16年に、

ぐしちゃんいも生産組合を設立しまして、組合員が 40名

ぐらいおりました。現在は 30名ぐらいにまで、減っていま

す。このぐしちゃんいもは、芋の加工業者と契約までは

いかないのですが、出荷をしております。その時は、大

体 100tぐらいの出荷をしております。業務の実績もある

通り、 24年度は 180tの出荷をしている事になります。旧

具志頭村では、以前、ヘリオスさんがビーノレを造ってい

たんですが、そこの社長さんの方に芋でビーノレを造った

らどうかっと提案しましたら、芋のビーノレより も焼酎の

方がよいという事で、平成 19年度から造って、現在に至

っております。当初は 7tくらいを出しておりまして、年

間30tを出しております。昨年度は、大変天候不順で、

出荷が全然ない時もあったのですが、こういった時は

我々だけでは厳しいということで、久米島と一緒に竿の

出荷をしているところがあります。焼酎等は、ほとんど

は知らない方も多いと思いますので、ぜひ試飲をしてT頁

きたいなと思います。忘年会シーズンですので、ぜひ紅

いも焼酎も飲んで、これがまた地産地消に繋がると思い

ますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。それ

から芋掘り体験等を 10年前から実施をしているところも

ありますが、毎年、保育園児、幼稚闘児とかが来て、竿

堀を実施しています。今日も 11時まで芋掘り体験、 100

名ほど入りました。竿掘り体験の非常に良い所はですね、

おじ一、おばーが非常に元気になってですね、孫みたい

な保育国生、幼稚園生、あるいは小学生の低学年生まで

来ますので、おじ一、おばーが大変元気に芋煽りを教え

るということがあります。また、そうすることによって、

那覇市、浦添も都市との交流ということで、農村の我々

地域の活性化にも繋がると考えております。今後は一万

人を目標に頑張っている所であります。

:!j"=に、今まで 10年も携わって来たのですが、 10年間ト

ントン拍子でいってるものではないです。やっぱり課題

があります。一番大きい課題がですね、イリムサ一、イ

モゾウムシの問題があります。 2月でしたかね、久米島の

方でアリモドキは根絶しましたが、本土の方に出荷する

ことは出来ません。イモゾウムシがまだあります。大き

な~題を抱えているところがあります。 これが解禁にな

れば、野菜みたいに本土に出荷もできるんですが、芋の

生産の役割もそのに|コだと思っております。このイリムサ

ーがあって、もちろんカンダパーも、本土の方には出荷

はできないことになってるわけです。芋の安定的な出荷

をやるためには、やはり機械化が必要で、あり ます。今で

は何時でも出来るという事ではなくて、やっぱり機械で

掘るものですから、雨降りとか天候の悪い日には出来ま

せんので。また従来のように 100kgとか200kg掘るんで

はなくてですね、1t~2 t掘りますからどうしても機械化

が必要になってきます。もちろん機械化で、機械で、沢山

掘れますから、やっぱり沢山の芋が取れますから、 その

中では貯蔵庫とか冷蔵庫とかが必要になってきます。こ

ういった施設も、僕は課題だと思っているところです。

また夜、が芋を 10年前に始めた頃は、みんなおじ一、おば

ーたーなんですが、もう 10年も経っている訳でして、や

っぱり高齢化も問題ではあります。面積、生産でも減っ

てく、というところではあります。もちろん 2，3名は若

い人も出て来ておられます。これが解決されれば、また

芋も復活出来るんじゃないか、と思っております。

次に、カンダパーぐしちゃんいい菜についてお話をし

たいと思います。今、カン夕、バーは、ぐしちゃんいい菜、

「かんた」という品種ではありますが、これは県がつく

ったもので、登録までは至つてないですが、 「かんた」

と我々は呼びあってます。この部分が、葉柄といいます。

これが葉っぱが業芯ですね。我々はこっちを茎と言って

おりますが、茎はこの葉っぱがついてる、業柄がついて

るのは茎と我々は総しています。そうしないとですね、

茎をこっちだと思って、 こっちを食べることがあるんで、

すね。堅くて非常に評判が悪いもんですから、食べたん

だけど堅くてあんまりおいしくなかった、と評価されま

した。出てくるのは茎じゃなくて葉柄と覚えていただき

たいと思います。非常にこういう風にポキポキ折れて、

このスジはとる必要はなくて、キンピラとかそういった

ものにも作れて、大変においしいカンダパーであります。

カン夕、パーというと、我々、団塊世代は、ずっと前食べ

たジューシーめーですね、カンダパージューシーを食べ

すぎたから、団塊世代からあまり人気はないんで、すが、

しかし子どもたちの学校給食は、残す子はあんまりおり

ません。ほとんど食べております。子どもたちはカンダ

ノ《ーを野菜という感覚で食べてると思います。非常'に栽

培はしやすい。カンダパーでして、水さえかけておけば、
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ぐしちゃんいも生産組合長安里美津男氏

夏は2週間では刈り取りできますから、非常に農家にあ

ってる。7J，があれば誰でもできるというカンダパーじゃ

ないか、と思っております。カンダパーを作り始めて、

平成 21年から出荷をしておりまして、初めての年という

ことで、 3t出荷しております。22年には 7t、23年は 21t。

毎年順調であったはずが、台風にやられて、 24年度は 15

tしか出してないです。それから今年は、まだ 1I月現在

は25tぐらい出しておりまして、今年は 30tもできると

思います。我々はカンダパーを普及するために、毎年試

食会を 5月ご.ろやっておりまして、那覇、浦添、それか

ら南部地域の学校の栄養士さんを招し、て、試食会をやっ

ております。もちろんそのときは、ホテノレの制理師さん

とか、あるいは居酒屋さんとかですね、それから業者さ

んも呼んで一緒にやってるところであります。この試食

で出すのは、みなさんもぜひお楽しみいただきたいとこ

ろですが、お茶ですね、それからいい菜、それからいい

莱の食べ物、芋を出して紹介をやって、みなさんに宣伝

をして終わります。今年から、このカンダバーを乾燥を

して、青汁等も今年からやっております。また、青汁だ

けじゃなくてサプリメントもできるということで今年か

ら出してるんです。青汁は、カンタ"'/'<.ーだ、けで、は青汁は

できませんので、ここはまたアーチパーとかそういった

島野菜を、今後つくっていくべきだとも思っております。

我々は、このカンダバーを安心、安全な野菜として、子

どもたちも食べてもらうものから、組合 10名全員が普及

センターとか先生方の指示に従って、今栽i者をしており

ます。また、商標登録等もとっておりますので、そうし

なければ、ぐしちゃんいい菜としてはスーパーとかそう

し、った量販府に出すこともできません。そのときはカン

ダバーという名目で出してもらうようにしていると思い

ます。これも安全、安心の大事な食料ということでその

価値があると思っております。大変良いカン夕、、パーで、あ

るんですが、やっぱり台風にはちょっと弱いです。9月、

10月ぐらいは台風がきます。半分はもう使えなくなりま

す。もちろん、大きい台風のときは全部使えなくなりま

す。まあそのときは、カンダパーの良い点ですが、 20日

からひと月ぐらいしておけばまた再生してきますので。

その点は、他の作物よりは大変すばらしい生命力だと思

っております。それから、どう しても安定に出荷するた

めには、やっぱり冷蔵庫等が必要となります。大体 10"寺

半、 1111寺、午前中の出荷です。300キロから 400キロのカ

ンダパーをとりにきます。前の日からとっておけません。

貯蔵してカンダパーの安定出荷をしなければ、業者も待

っておりますので、そういったところもあって貯蔵庫と

か冷蔵庫はカンダバーに閲しては芋と同様、必要となっ

てきております。カンダパーと芋は与座、仲座地域の土

地にあった作物です。以前はサト ウキピもあまりできな

い地域でした。カンダバ一、竿がよくできるということ

で、これまでこういった歴史的なことがあってカンダパ

一、 芋がつくられてきたところになります。我らの伝統

野菜として、今後もまた発展させたいと思いますので、

ぜひみなさんご理解ご協力をよろしくお願いしたいと思

います。以上になります。

司会者: 安里さんどうもありがとうございました。先

ほども伝えましたけど質問用紙、もし質問ありましたら

これから記入していただきまして、総合討論の前に集め

ますので、総合討論の中、始めの方で質問に答えていた

だくようにしたいと思います。担当ご協力お願いします。

それからもう lつアンケート用紙も入れてますので、こ

のアンケートの方はこのシンポジウム、来年以降も続け

ていきます、いくつもりですので、さらに良いものにし

たいということで反映させたいと思いますので、ご協力

よろしくお願し、します。次の講演は農業生産法人白川フ

ァームの大城自子さんにお願いいたしますけれども、訊

演のタイトノレは「白川ファームの 6次産業化へのチャレ

ンジ」ということで、お話いただきます。ではよろしく

お願いします。

大城氏: こんにちは。白川ファームの大減自子と申し

ます。今日は白川ファームの 6次産業化へのチャレンジ

と題してお話したいと思います。沖縄県南部のちょうど

真ん中、八重瀬町に私たち白川ファームはあります。場

所は南向きに国道 507号線の八重瀬IIIT二|ヒにあるマックス

バリューと琉球銀行の交差点を右側にrlJ，がると、700m先

の右側。その運動公園の近くにあります。6000坪の州|に、

熱帯果樹 10種類と、島野菜、ハーフ。を 100種類ほど栽惜

しております。主力はあの左側にある、こちらですね。

マンゴーの生産が主流となっております。こちらがパッ

ションフノレーツ、ドラゴンフノレーツ、今年収穫が最盛期

に向かつてるローゼノレとなります。これがハイ ビスカス

ティーの原料となりますが、最近すごく人気のでている

商品です。こちらが府長の神谷美枝子です。その収穫物

で、今回商品化した「野草木果」 、 「ジャムJ、 「焼き

菓子」などを加工し販売しています。 府~HIì で、開催 してい

る「手作り酔素 ドリンク」は好評で、こちらです。毎月 2

回~3 回、年間 300 名ほど受け入れています。 従業員はj長

園スタッフが2名、!古制iスタッフが 2名です。平成 10年

に設立し、 14年に夏にj民産物直販所として「しらかわフ

ァーム」をオープンしました。その後、 「平成241:1三アグ

リチャレンジ6次産業化支援事業」の補助事業でショッ

クフリーザと真空機を導入しました。機械の導入で、平

成 25年互にアップノレマンゴーの冷凍カットを販売し、ま

95 
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農業生産法人白川ファーム大城自子氏

た酵素の材料の保管も真空することによって、こちらが

冷凍する、以前の普通にした状態で=真空するとこういう

風にコンパク卜になって長期保存のときもコンパク卜で

済むということになりました。現在主力の加工商品は

「野草木果」です。5月に販売開始し、店舗とネットショ

ップで 450本売り上げました。今年の県の産業祭りの特

産品コンテス トでも 「野草木果」で、審査員特別賞を受賞

しました。原材料はしらかわファームで農薬を使用せず

栽惜した 88種類の果物、島野菜、ハーブ、木の新芽、野

草と砂川[だけで、作った酵素飲料に、苦|床を出さないよう

に手絞りしたシークヮーサー果汁を加えています。小さ

いお子様から年配の方にも安全、安心な商品です。5{音希

釈で飲む商品で、水のほかに、牛乳や豆乳に混ぜて飲ん

でもおいしくいただけます。また、ヨーグノレトソースや

酎ハイにもおすすめで-す。

月に 2 回~3 回行っている「手作り酵素ドリンク体験J は、

入門コース、体験コース、実践コース、見学コースの 4

コース。それで、各|き11 11寺 I'M'I ~ 211奇問、 5 名 ~30 名として

受け入れ態勢を整えております。実践コースはしらかわ

ファームで収穫 ・洗浄した酵素材料を、参加者に切って

もらい、砂糖に漬け込むまでの作業をしてもらいます。

体験後は、ご自宅に持ち帰り、 5日前後かき混ぜて、 11=1

l回を 100回ほどかき混ぜてできあがりです。体験後は、

材料だけ購入して自宅で作る方も多く、遠方の方や県外

の方はネットショップで注文すると宅配することもでき

ます。材料の販売の方も平成 25年度から需要が多くなり、

月に 30件ほど注文があります。自社生産物で‘作ったジャ

ムです。当初は 20種類ほどありましたが、現在はマンゴ

一、カーブチ一、ローゼノレ、パッションフルーツ、グァ

パ、 ドラゴンフノレーツの 6種類を販売しています。

加工j京事|を各種ピューレ状にして冷凍保管し、通年販売

できるようにしております。できるだけ添加物なしを心

がけ、アップルマンゴ一、カーブチ一、 ドラゴンフルー

ツは水を一切使わず、果汁と自家主:iのタピオカ粉だけで
昔風のジャムに仕上げま した。また酸度の高いパッショ

ンフルーツ、ローゼノレ、グァパ。こちらの方は果汁の方

50%にベクチンだけで仕上げております。商，!~~， I~H~l発で l

番苦労したことは、主力生産物のマンゴーの加工品作り

です。初めての加工でピューレを製造し、業者向けに販

売しました。しかし、この数年の県内産マンゴー収穫量

農業生産法人白川ファームの酵素ドリンク「野草木果」

i13産で、急激に注文が減っています。そこで去年導入した

「ショックフ リーザーJを活用して、一般消費者にもl1/t'i

入しやすい商品を研究し、今年新たに「カットマンゴーj

が商品化しました。一袋 500gで糖度別に「力日工用j、

I ~I三食用 J 、 「プレミアム」 と分けて試作を合わせて、

すべて完売できました。これからの融題は農園の後継者

育成です。販売加工部門はね、が管理していますが、 11ミ岡
管理はオーナー夫婦が 70代と高齢化なので、農園の研修

生受入れを盛んにし、次世代の育成にも携わっていきた

いと思し、ます。しかし、現状は果樹園や島野菜をつくり

たい、という方がなかなかいません。ぜひ皆様の周りで

勉強したい方がし、ましたらご紹介ください。今後の目標

は今年の 5月に発売した「野草木果Jを l年間で 1000木

販売したいです。また、 「手作り酵素ドリンク体験」を

さらに充実させるために新たな体験施設と加工施設をつ

くることです。本日は「野草木果」の試飲もありますの

で、ぜひみなさんご賞味ください。以上で私の発表を終

わります。ご清l除、ありがとうございました。

司会者・ どうも大城さんありがとうございました。質問

等ありましたら、また質問用紙のほうにご記入いただき

まして、総合討論の最初jの方でお答えするようにしたい

と!患います。最初の 2題は私、直接面識があったわけで

はなくて今回このシンポジウムを八重瀬11IJでやろうとい

う風に決めま して、その中で八重瀬11IJでこういう地域活

性化の取組をやってられる方を八重瀬川丁の役場の方に、

どなたか適任者がいないか、ということで頼みまして紹

介していただいた、ということです。後の 2題は私、直

接関係がある方々なんですけれども、まず最初、株式会

社バイオジェッ卜の社長さんの塚原正俊さんに講演をお

願いしたいと思います。 I八重iM111rrの11IJ花マ リーゴーノレ
ドから1j矧ff.した酵母を使った泡盛の開発Jということで、

お話いただきます。よろしくお願いします。

塚原氏: みなさん、こんにちは。バイオジェッ卜代表

の塚原と申します。今日はこのような席にお招きいただ

きましたこと深くお礼申し上げます。



第5回琉球大学農学部地域貢献シンポジウム 97 

まず、自己紹介をさせていただきます。バイオジェッ 母を採取、選抜、評価することで、商業醸造に使うこと

トは、 「先端ノ〈イオ技術を核に沖縄から世界へ」という で付加価値を付与する」というものです。

キャッチコピーで、基盤研究と共に付加価値の高い商品

開発などのお手伝いを主な業務としています。設立経緯 抱盛は、皆さんにとってとても親近感ある飲み物だと

といたしましては、私自身が学術研究を行っていた時期 思います。この抱盛の造りでは「酵母Jが非常に重要で

に「基盤研究は産業界にもっと役立つはず」とし、う思い す。お酒であるためのアルコールを生み出すものがこの

からこのような会社につながりました。当社は、産業界 「酵母」ですから、酵母なしにアルコール飲料はできな

の方から様々な課題をいただきつつ、学術的な技術や情 いのです。 rパン酵母」も同じ酵母ですが性質が大きく
報駆使することで、使える技術やノウハウをご提供させ 異なります。お酒で使われている酵母はアルコールをた

ていただくということに取り組んでおります。これらの くさんつくるよう選抜されてきたスーパー酵母です。実

取り組みを通して、県や園、市町村を対象として地域振 は、この酵母はアルコールをつくるだけではなく、お酒

興についてもお手伝いをさせていただいております。 の「風味」にも強く関わっている、ということがわかっ

先ほど、琉球大学の内藤先生から、イノベーションや

地域活性化を図るためには、 「若者、ばか者、よそ者J

の活用が重要とのお話がございましたが、私自身、この

うち「若者」以外の「ぱか者J rよそ者」の2つに当て
はまっておりまして、微力ながら異なる側面からのサポ

ートができるのではなし、かと、自分の違いを活用できれ

ばとあらためて思いました。

私事で恐縮ですが、 10年前に関東からいわゆる rIタ

ーン」で沖縄に参りました。実際に沖縄で商品開発に携

わって一番驚いたことは「素材が多く、かっ独特」とい

うことでした。農水産物などの素材以外にも、今回ご紹

介させていただく「微生物」すなわち発酵を含めた加工

法もいろいろあると感じました。一方で、これらの素材

や加工法についてきちんとした研究が極めて少ない、と

いう我々研究側の問題点、も強く感じました。ただ、この

ような状況は「沖縄の素材や加工法には潜在的な価値が

高く今後の利活用が期待できる」とも考えています。

内地ですと、どんなに知られてい無さそうな地方の素

材や加工法であっても、必ず誰かが研究を進めておりま

す。それだけ研究者がたくさんいるということでもあり

ます。なので、内地で研究開発を始める際には、後発で

ありながら追い越すことを目指すか、あるいはちょっと

ひねるということを考える必要があります。一方、沖縄

の場合はまだ研究されていない素材や技術がたくさん残

っていて、その素材に真正面から向き合うことが要求さ

れており、さらにこれら素材たちは今後の活用の順番待

ちをしているとさえ思っております。

冒頭で申し上げさせていただいた通り、バイオジェッ

トはベースとしての基盤研究を商品開発や拡販のために

どうやって活かすか、あるいは逆に、産業や市場からど

のような研究が必要かということからさかのぼって、実

際に研究室で効果的な分析や商品開発を進めるというお

仕事をさせていただいております。今回は、これらの取

り組みとして泡盛の例をご紹介させていただきます。

バイオジェットでは、発酵食品、中でも抱盛の研究開

発に多く携わらせていただいております。その中で、こ

こ八重瀬町の神谷酒造さんと一緒に、新しい泡盛の開発

に携わらせていただきました。本戦略は、タイトルにあ

りますように、 「八重瀬町町花であるマリーゴールド酵

ています。泡盛でもこの酵母が泡盛の風味に大きく関わ

っているのです。

ただ、この泡盛の風味に重要な「酵母」は、歴史上重

要な過去があります。先の大戦で酒造所が壊滅的な打撃

を受けたことで、それぞれの酒造所さんが保有していた

貴重な菌株を消失してしまったのです。戦争は、泡盛醸

造にとって多くの社氏さんの命と共に、伝承されてきた

技術、さらには貴重な微生物も失ったという悲しい出来

事という側面もあったのです。その後、先人の方々が多

大なる努力で泡盛を復興させることに成功いたしました。

実はこの過程で、泡盛醸造に適した酵母として r1 0 1 
号酵母」が見いだされ、現在ほぼ全ての酒造所さんがこ

の酵母を使っておられます。

この 101号酵母は、泡盛醸造で高いアルコール生産

性と良好な抱盛の風味を醸し出すという点でとても優れ

た酵母なのです。現在の酒造所さんは、この 101号酵

母を使った醸造の中で、様々な酒造所独自の工夫を加え

ることで個性的な泡盛を造りだしています。 101号酵

母は泡盛醸造にとても適した酵母なのです。

一方、先ほど申し上げましたように、泡盛の風味は酵

母の種類で変わることが分かつています。ですので、泡

盛の風味を変える技術の lっとして「酵母の種類を変え

る」とし、う方法が考えられるのです。これまで 101酵

母が広く使われていたのは、 101酵母に匹敵するよう

な優れた'性質を持った酵母が見つけられていなかったこ

とにあります。

このような背景の中で、我々は今後の抱盛振興を目指

し、泡盛醸造に適した新たな酵母を見出すという取り組

みを続けており、し、くつかの商品化に成功しております。

しかしながら、まだまだ始まったばかりで各酒造所さん

のご要望に添った酵母を広くご提供するという段階には

至っておらず、現在もこれらの取り組みを進めていると

ころです。

これらの成果の中で、ここ八重瀬町の泡盛酒造所である

神谷酒造所さんと共に取り組んだ商品開発例についてご

紹介させていただきます。
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バイオジェット塚原氏

泡居住に|浪らず「商品開発」の際には、商品そのものの計

画を包み込む方向性、すなわち「戦略」を設定すること

が重要です。そこで、今回はその戦略を「初級者向けか

つ地域色の強い泡感」と設定いたしました。具体的には、

「あまり泡盛を飲んだことのない若い女性観光客がここ

八重瀬IIITを訪問し、家に帰って友達と沖縄旅行のお土産

話をしているときに飲む泡感」というシーンを想定いた

しました。

このような戦略とした理由といたしまして、これまで

の初級者向け泡盛は地域色を弱める傾向にある、という

ことがあります。初級者向け泡盛は、比較的規模の大き

な酒造所さんで、の開発 ・販売が先行し、これらの商品は

県内の若年層を広く対象としています。地域'1生を高めた

泡盛は、泡盛に強い興味のある方、飲みなれた方を対象

とすることが通常です。地域性は 「その土地の伝統」と

も言えますので、地域性を前面に出して開発すると、泡

盛にとても興味のあるコアな客層|行lけとなることが多い

のです。

今回「地域貢献シンポジウム」ですので、あえて申 し

上げさせていただきますと、 f1也J或性」はもろ刃でして、

商品if!)G11I各のプラスにもマイナスにも働く、ということを

意識しておくことが重要と思います。単に、地域性を高

めれば即売れるわけではないとい うことですね。それぞ

れの商品の戦略全体の中で f:t地也j域或疫創'1性|

{値直として活用てで、きるカか苫リ」 が!勝勝負になるわけでで、す。

広く定番商品として売るためには、商品としての地域

色を弱め、他の付加価値で売り込むことが効果的な戦略

の1つで、あることは間違いありません。定番商品は、

「自然にJ f日常的に」その商品を選んでもらうことを

目指すわけですので、強い地域性は逆lこマイナスに働く

ことがあるのです。食事に例えますと、地域色の強い県

外来|迎、例えば大阪のたこ焼きや北海道の石狩鍋、秋田

のきりたんぽ、 このような料理を沖縄で連日食べる方は

とても稀だと思います。地域色が強いことは、引き苓せ

る要素としては大きなメリッ トですが、 「この間食べた

からJ感が強く日常食としては避ける気持ちが働くとい

うこともセッ トになっているのです。一方、地域色が薄

れてきた料理として「ラーメンJ fカレーJ Iハンバー

グ」などは、週に何度か食している方もいらっしゃるか

もし~1..ま匂ぜん。

11乍今は、確かに地域性の重要性が見直されてきており

まして、そのような方向性は大きな意味があると も思い

ますが、一方では「地域性が強いことが良く、 弱いこと

が惑し、」という ものではない、という認識は持っている

ことが重要だと思うのです。要は、地域性というものが

-1'.1:性のある戦略に活用されているか、という視点で考

えることが必要だと思っています。

話がそれましたが、今回の泡盛開発に際し「初級者向

け」ながら 「地域色の強い泡盛」といたしました。逆に

言えば決して「普段飲みを目標とした泡盛開発は行うわ

けではなしリということです。この方向性に一資性を持

たせるための戦111各を考えた結果、 「目的の風味に適した

新たな泡盛酵筒マリーゴーノレド酔ffjを見出し、これを利

用した泡!~を開発する J といたしま した。

この戦11俗に沿った泡盛開発では二つのポイントがありま

す。一つ目は「マリーゴーノレドブランドとの相乗効果J

二つ目は「新たな泡盛酵母による風味改変」です。

まず、マ リーゴーノレドブランドとの相乗効果について

です。H乍今、お泊は li怪い風味j 、や「女性jがキーワ

ードとなり、 「おしゃれなスマートに飲む」というスタ

イノレが流行っています。以前の、慣れるまで飲む、こと

が主流だったH寺代とはだいぶ変わりましたね。この「お

しゃれJ1，惑を引き出すために八重瀬町の町花で、ある「マ

リーゴーノレドJに目を付けました。もちろん、神谷酒造

所さんが八重瀬11ITであるということが大きな理由です。

また、 地域性を付与しながら、女性向けに進めるとい う

今回の方向性に「八重瀬町ーのマリーゴールドJはぴった

りです。さらに、このマリーゴーノレドをどのように活用

するか、ですけれど、今回は、 「泡盛 マリーゴーノレドj

のように、単に商IR1名やラベノレデザインに適用するだけ

では弱し、と考えました。そこで、泡盛醸造に用いる微生

物「酔国」を新たに八重瀬町のマリーゴーノレドから採取

してこれを繭品醸造に応用し、商品には「マリーゴーノレ

ド酔同醗造Jなどと記載することで、具体的に「泡盛J

と「マリーゴーノレド」とを強く結び、つける戦略としまし

た。f包感は酒税法上、原料米と黒麹、酵母、水以外のも

のを用いることができないと決まっておりますので、マ

リーゴールドの花そのものを使うわけではありません。

花を少しでも使うと泡感ではなくなってしまいます。そ

こで、マリーゴーノレドの花に生息している「酔ffjを採取」

してこれを泡盛醗造に用いる、という戦略としているの

です。この新たな酔母の利用というものが、マリーゴー

ノレド花の持つ「八重瀬11ITという地j或性」と「女性向けの

華やかさ」のみならず、次の「新たな泡盛風味の創出」

につながる醸造技術なのです。

二つ自の「新たな泡感酵母による風味改変Jですけれ

ど、先ほどお話しさせていただきましたように、 「酵母」

自体は泡盛の風味を大きく変える素質を持っているので

す。今巨l、 「マリーゴーノレド」というイメージをi包躍に

付与するために「マリーゴーノレド酵母」を採取しつつ、

さらには「マリーゴーノレドのイメージに合わせた泡感の
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風味とする」ことを目標としました。新たな酵母を採取

するというだけではなく マリーゴールドのイメージに

合った泡盛醸造が可能な酵母を選抜する、ということで

す。実際、ほぼ全ての酒造所さんが優良酵母として 10 

1号を戦後の長い期間用いているわけですから、新たな

泡盛酵母を取得してさらにその風味を目指した方向とす

ることは言うほど簡単ではないです。

ところで、なぜマリーゴールドの花から酵母がとれる

かということを考えてみたいと思います。酵母は目に見

えないいわゆる「微生物」です。微生物自体は、いろい

ろな種類が皆さんの周りに、そう皮膚や服、椅子や床、

空気中まで、ありとあらゆるところにいます。あ、ただ、

微生物がいるから汚いというわけではないですよ。皮膚

の微生物や腸内細菌など、人が生きていくために活用し

ている微生物もたくさんいます。そして、これらあらゆ

るところで生息している微生物は、それぞれの種類がま

んべんなく存在しているわけではないのです。海には広

く魚が生きていますが、マグロのいる場所は限られてい

ます。なので、漁をする漁場が限られているのですね。

これと同じようなことが微生物の世界でも起きています。

それぞれの微生物は、それぞれの微生物にとって適した

環境に集中しているのです。

その中で「酵母」は、実は砂糖が大好きで、環境中に

甘いものがあると快適に増殖できるという'性質を持って

いるのです。ですので、酵母はどこにでもいる可能性は

あるのですが、花や果実のように蜜や糖を含むものには

酵母が生息している確率が高い、と言えるのです。この

確率がどのくらいか、あるいは、どのような方法であれ

ば新たな酵母を獲得できるかということが研究開発での

大きな課題となるのですが、とにかく出発点である試料

に「酵母が生息している可能性が高し、」ということは、

とても重要なことなのです。このように、 「八重瀬町の

マリーゴールド」の付加価値を付与する方法として、現

代の研究技術で何とか乗り越えられるぎりぎりのハード

ルを設定して遂行する、という「一貫性のある研究開発」

に我々は注力しています。

一方、このように「戦略を決めた研究開発を進めますJ

とお話しさせていただくと、何やら作業自体が最先端の

機器の中で進めるという印象を持たれる方々が多し、かと

思います。しかし、実際のところはだいぶ異なりまして、

戦略を立てて方法を考えた後は「地道な作業」です。も

ちろん、研究開発を進める上では、間違いなくこうなる

という確証はありませんので、とてつもなく淡々とした

作業になることも多々あります。このあたり、考え方は

先端的であっても、これを実際に進める作業も「努力や

忍耐」によるという意味では、研究以外の業務と比べて

も大きな違いはないと思っています。

今回は、まず、マリーゴールドをひたすらたくさん集

めます。実は、研究作業の中で環境中の試料をたくさん

収集することも意外に時間がかかる作業です。同じマリ

ーゴールドでも周囲の環境や地域が異なると違う酵母が

採取できる可能性が高まるので、できるだけ「違う環境

の」かっ「たくさんのJマリーゴールドを集めることが

成功の秘訣と言えます。

次に集めてきたそれぞれのマリーゴーノレドの花を取り

まして、酵母が増殖する「培養液Jを使って増やします。

この時点では、まだ他の微生物も増えている混合状態で

す。ここからいくつかの方法を使って、できるだけ酵母

だけが残るようにしますと、酵母が選択できるようにな

ります。そこからアルコール生成など酵母らしさをいろ

いろな分析器を使って評価することで、 「これは酵母と

判断して間違いなし、」という酵母菌株が得られます。こ

れをできるだけたくさんのマリーゴールドからとります。

ここまでが「マリーゴールド酵母の分離」です。

得られたたくさんの酵母を用いて「それぞ‘れのa性質」

を何段階かで評価します。泡盛醸造では、アルコールを

一定以上作るという性質がとても重要ですので、最初に

これを評価します。アルコールをきちんと作ることを確

認した候補菌株について、次に実際に泡盛の醸造工程に

従って実験室レベルで、泡盛がで、きるかどうか評価します。

ここでいう「実験室レベルでJというのは、数百ミリリ

ットルという小さい規模で行うとし、う意味です。実際の

酒造所さんで試験的な醸造を行う場合には、何トンとい

う規模ですので、お金もかかりますし作業も大変ですか

ら、 10や20株とし、う候補株をテストすることは現実的に

できません。ですから、まずは数百ミリリットル規模で

試験を行い、状況を把握して「これはいける」という菌

株を得るまで「頑張る」のです。今回、検討を続けた結

果、泡盛醸造への応用が期待できる候補菌株のいくつか

が得られました。これらのうち、さらに香気成分、要す

るに泡盛の風味を分析することで大まかな泡盛風味を数

値化して、最終的に 1株の酵母を選抜しました。ここま

でが、 「マリーゴールド酵母の選抜」です。

次に、実機試製です。やはり、同じ酵母や醸造条件を

設定しでも、実験室レベルの小さい規模で醸造した泡盛

と実機で醸造した泡盛は、その風味に違いが出ます。こ

れを確認しつつ、目的の風味を目指した醸造条件を設定

するため実機試製を行し、泡盛が得られました。

この泡盛について、風味を詳細に分析しました。泡盛

に含まれている香気成分を一つ一つ詳細に分析した結果

がこちらです。ここでは、従来の泡盛酵母である r1 0 
1号酵母Jと、今回新たに採取した「マリーゴールド酵

母」を用いたそれぞれの泡盛について、泡盛の風味に関

与する成分の一つ一つの量を比較しました。この高さが

各成分の量です。この結果を見ることで、 101号酵母

とマリーゴールド酵母で泡盛風味に違いが出るのか出な

いのか、違いが出るならどのような違いなのか、という

ことを評価することができます。その結果、ある成分で

は101号酵母で顕著に多く、ある成分で、はマリーゴー

ルド酵母で顕著に多いなど、それぞれの酵母で特徴があ

るということが分かりました。また、その方向性につい
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て、マリーゴールド酵母を用いると比較的華やかな香り この「マリーゴールド酵母の泡盛jは、当然お酒を売

となっていることが分かりました。 るという立場で神谷酒造所さんに商品化していただきま

今回の、マリーゴールド酵母泡盛の成分について、特

筆すべきことが lつございます。抱盛では、その付加価

値を決める有名な香気成分として「パニリン」というも

のがあります。パニリンは、良質な古酒と評される泡盛

に多く含まれている成分で、甘くまろやかな風味の主成

分です。このパニリンが「マリーゴールド酵母」を用い

ることでこれまでの 101酵母と比較して数倍多く含ま

れることがわかったのです。

パニリンは、実はアイスクリームなどに使われるバニ

ラピーンズに含まれる成分と同一です。なので、一般の

方々もその甘い風味を想像することはそれほど難しくな

いと思います。泡盛に含まれる成分で、皆さんにきちん

とイメージしていただけるものは、水、アルコール、そ

してこの「パニリン」だけだと思っています。しかも、

パニリンだけが泡盛の品質、すなわち風味を左右する成

分ですから、パニリンは泡盛成分の中でも特に重要な位

置であると言えます。

このパニリン、抱盛の中でどのように生成するかとい

うことについて、いろいろなことが分かつています。し

かも、醸造過程だけでなく、抱盛の大きな特徴である

「熟成」も大きく関与していることから、やはり泡盛の

代表成分と呼ぶにふさわしいと思います。

パニリンのスタートは、原料として用いられている

「米」です。この米の成分から、黒麹菌によりフェルラ

酸という物質が切り出されます。このフェルラ酸が、微

生物の作用で4-VGに変換されますが、実はこの過程

で「マリーゴールド酵母」が活躍しています。この4-

VGは、蒸留したての泡盛に含まれます。そして、熟成

している間に、この4-VGからパニリンに変換される

のです。

細かな専門的な成分名が出てきて申し訳ございません。

これらは流して聞いていただければ十分です。ただ、こ

こでお伝えさせていただきたいことが 2つだけあります。

1つ目は、泡盛にはものすごい伝統があるということで

す。今は、先ほど申し上げましたようにパニリンの生成

機序が分かつておりまして、実際にどのくらい含まれる

のか、どのようにすれば増えるのかまでわかっています。

しかしながら、琉球王朝時代にはこれらの機序など知る

由もなく、官能評価のみでこの「パニリン」の付加価値

を見抜いていたことを考えると、古人の感覚の素晴らし

さと探求心に大変感銘を受けました。 2つ目は、この風

味向上に酵母が大きく関わっているということです。も

ちろん酵母はパニリン生成のみならず抱盛の様々な風味

に影響を与えていることが分かつていますが、代表的か

っ伝統的に重要なパニリンという成分に大きく関わる重

要な微生物である、ということです。繰り返しになりま

すが、このパニリンが「マリーゴールド酵母」を用いる

ことでこれまでの 101酵母と比較して数倍多く含める

ことができたのです。

した。一方で、、この泡盛は、単体で存在しているわけで

はないとも感じています。戦略として「地域性の高い商

品」を目指しているので、当然こちらの八重瀬町の他の

商品や取り組みに効果的に連携して相乗効果を生み出し

ていただければと思っています。単純には、みなさんに

も応援していただき、 「お酒J I泡盛Jが重宝するちょ

っとした贈り物にご利用いただければとも思っておりま

す。八重瀬町関連の会合では、是非とも常備していただ

き、八重瀬町の販促品としての活用も期待しております。

実は、市町村に結びつきのある植物から採取した泡盛

として、このマリーゴールド酵母が最初です。今後、

様々な市町村さんからいろいろな「花酵母の泡盛」が開

発されるかとも思っておりますが、是非「マリーゴール

ド酵母泡盛Jに一番先頭を走っていただきたいなと非常

に強く思っております。特に、カラベジの取り組みでは

間違いなく先頭を切っておられるので、この一品をそれ

に加えてツールとして使っていただけることを期待して

います。

我々は、抱盛の成分分析を駆使して新たな泡盛の開発

を進めておりますが、人の嘆覚と味覚での「官能評価」

に置き換わるものではありません。官能評価では、総合

的な風味評価できる唯一の方法です。ただ、さすがに人

が行うことですので、酔ってしまいたくさんの試料評価

ができない、あるいは体調に左右されるので精度が一定

ではない、などの課題があります。成分分析による評価

は、これらの補完となる解析方法で、精度の高い詳細な

成分情報を得ることができます。 I官能評価」と「成分

分析j、今後はこの両輪で開発を進めることが泡盛のみ

ならず食品全体で効果的な方法になると考えています。

最後になりますが、ここまでお聞きいただくと、さす

がに「では、マリーゴールド酵母泡盛は、どんな風味の

泡盛なのか」とご興味を持たれる方も多いかと思います。

今回、試飲コーナーを設置させていただきましたので、

是非ともご自身でお試しいただければと存じます。お車

でおいで、の方は香りだけご評価いただき、特にマリーゴ

ールドというイメージを考えるとどのように感じられる

かご意見をいただければと存じます。

ご清聴ありがとうございました。

司会者: 塚原さんどうもありがとうございました。質

問、また紙の方に書いていただければと思います、よろ

しくお願いします。今の八重瀬町のマリーゴールドの泡

盛は、私はあまり深く関わってないんですけれども、塚

原さんとは他の抱盛の事業で共同研究をさせていただい

ております。次は株式会社アメニティの加力謙ーさんに

講演していただきますけれども、 「沖縄県産島野菜と黒

麹を使った植物発酵エキスの開発Jという題名で発表し

ていただきます。加カさんとは、直接共同研究、共同開

発関わらせていただいております。では加力さんよろし

くお願いします。
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株式会社アメニティ加カ氏

加カ氏: こんにちは。アメニティの加力と申します。

私どもアメニティはだいこんの花を含め、外食産業で、 7

r，g~nlì運営しております。関連会社であいあいケータリン

グという会社がございまして、コンベンションセンター

の中で、たいよう市場というカフェを経営してまして、

王にコンペンションセンターで行われているイベントの

ケータリング業務とかを担当させていただいてます。あ

ともうひとつですね、琉大の山学部さんとも関係のある

j品業の分野では、株式会社あいあいファームで 6次産業

化に取り組んでいる農業部門を持ってます。この 3つの

会祉をアメニティグループとして、今運営しております。

今回ご紹介させていただきますのは、平成2S年度ライ

フスタイノレイノベーションという、県の方の公募があり、

去年採択されてました。今年も採択されて 2年目になる

のですが、沖削の島野菜と果実で黒麹を用いた多機能植

物発酵エキスの商品の開発をしております。開発のきっ

かけは、沖純県の課題としては、健康長寿をどう取り戻

すか、というところが一番大きな課題だと思います。そ

の課題に対してどういう取り組み方ができるのかな、と

いうことを開発を考えました。ご存知のように新聞では、

生活習慣病による肥満、 6S歳以下では全国一死亡率が高

いと、そういう不名誉な県になっております。県の改善

計四はあるんですが、なかなか思い通りに青|匝iが進んで、

いないのが、現況じゃなし、かなと思っております。今度、

rl'純県の方でも、健康長寿復活推進本音I1というのが創設
されまして、その中で、県の横断的な組織を作って沖縄県

の他成長寿復活を目指すというところになってます。そ

の中でも一番大事なのは食生活の改善じゃなし、かな、と

私は思ってます。沖縄県はもともと世界一健康長寿にあ

った島なんですが、ここ数 卜年の聞にこうような状態ま

で悪化してしまいました。川1制の伝統的な食生活がよか

ったから、長寿の島だったんじゃないかなと思ってます。

県内にはびこる生活習慣病を、これから変えていく時に

は日常的な食生活を変える必要があると思います。特に

野菜をなかなか食べたいと思うけど、なかなか食べれな

いというような状況が続いてます。健康噌進のために、

日常的な食生活の中で野菜や果物を多く摂取できる仕組

みが必要だと思っております。琉球大学の医学部の等々

力先生が「チャンプルスタデ、ィーj を提唱されておりま

す。南城市でも「チャンプルスタディー」が取り組まれ

ております。この「チャンプルスタディー」は、沖縄の

12野菜を一ヶ月間食べ続けると ri日圧が下がるというエビ

デンスをとられてます。なんとか沖縄の島野菜を食べる

というところについて、側面からサポートできなし、かな、

というところで今回この商品の開発を思いつきました。

ただ、いろんな商品がありますので、できれば沖縄の地

減資源を活用して、なおかつ沖純の伝統的な食文化であ

る泡椛の文化も含めて新しい耐lftIを作りたいなと思い

チャレンジしております。まだ実際 2年目ですので、研

究開発の途中で、はあります。先ほどの白川ファームさん

の方でもご紹介がありましたが、他物の酵素が非常に体

にいいということで、その酵:素をし、かに体に加熱しない

で取り入れていくかというところで、黒麹を使いました。

しかも加熱しないでやれるんじゃなし、かと思い、去年は

試験管レベルで実験、発酵試験をしました。今年はスケ

ーノレアップして、生産で、きる規模まで構築しようと準備

をillめています。開発商品、は、そのまま飲んでいただ
いても結構ですし、今流行中のスムージーに混ぜて飲ん

でも大丈夫です。他の用途としては、 ドレッシンク、、やス

イーツにも応用できること を想定しております。基本的

には日常生活の中でより多くの島野菜等を食べていただ

けるような仕組みが作れたらな、という風に思っており

ます。今回のチームはアメニティと工業技術センターさ

んとトロピカルテクノセンターさんと産総研さんと今日

ご司会していただいている外山先生と波逃先生に入って

いただいて、今帰仁で開発しております。開発の様子を

ビデオにしてありますので、そのビデオをご1tu、ただき
たいなと思います。

ビデオ上映

8月に工業技術センターさんの方に第一回目の発酵試験

をしました。今回、約 12種類の高血圧を抑制する機能性

のある植物を使っています。初めに今回 100リッターの

試験をやっているんですが、その前に小規模のテストが

必要と言うことで、今こういう小分けにしてですね、そ

れぞれ分註を変えながら試験をしていました。約 JO日ぐ

らい経っております。

これが発酵エキスになります。去年と同じような良い

味になりました。黒麹は、泡盛をつくることが大きな役

目だ、ったんですが、今回沖縄の値物に対してですね、発

酵していくことができると考えております。今開発中の

植物発酵エキスに限らず、いろんな分野で広がっていた

だけたらな、と思ってます。今回スケーノレアップという

ところで、実際に大量生産できるということを目襟にし

てますので、北琉興産さんという今帰仁酒造さんの関連

会社がありまして、そこの方に依頼する予定です。(搾汁

の映像)元来これはシークヮーサー用の圧搾機ですね。ほ

とんど製造に闘しましては問題ないということになりま

した。今回琉大さんにお願いしているものはですね、黒

麹をできれば自然の中から採取してその中の優良なもの

を選り分けて、いい黒麹ができれば今回これに使ってい

きたいです。l回目の試験が終わったんですが、これから

第2回目を迎えます。一応、今のこの事業を進めるにあ

たってですね、あいあいファームの方と原材料を調達す

るためには、結構大量に必要と言うこところで、しかも

やや有機無農薬に近いものが欲しいものですから、そう

いうものをそろえる生産組合をつくっていきたいなと思

101 



102 琉球大学j災学音[1学術報告 第61号 (2014) 

っております。安定した原材料が供給されないと、商品

を継続的に作ろうと思つでもなかなか作れませんので、

ここは原材料の供給はしっかりとやっていきたいと思っ

ております。また、現在その植物発酵エキスの開発は、

第 2回目からは北琉興産さんも入っていただきます。具

体的に大量につくれるかという技術的な検証も進めてい

きたいなと思っております。その後、私たちのグノレープ

企業を使って県内の医療機関、それから学校給食などに

できるだけ普及させていきたいと思っております。特に

医療関係の病院食というところをうまく攻めていけたら、

新しい出作物の分野が開拓できるんじゃないかなと思っ

ております。最後になりましたが、この商品開発の後、

販路のための業態の開発をしまして、カフェを展開して

いきたいなと思ってます。このカフェがうまく展開でき

れば沖縄県内各地にこういう健康を意識したお!苫ができ

る。あと、このカフェをパッケージにすれば海外の方に

も出ていけるというような、ビジネスモデルがつくれる

と思っております。今後もこういうかたちで事に取り組

んで、いきますので、今後も引き続き黒麹を使った新しい

沖縄の産業を起こせるようにがんばっていきたいと思っ

てます。ご清聴ありがとうございました。

司会者: 力日力さんどうもありがとうございました。予

定よりも早く進んでますけれども、ここで休日、を取りた

いと思います。試飲とか試食とかもありますので、ちょ

っと長めに休憩をとりたいと思います。それでは 3時 25

分から始めたいと思います。20分ぐらい休憩とりたいと

思います。

休憩

休憩中の犠子力ンダバーのそばの試食

司会者 : パネルディスカッションを始めたいと思いま

すが、まずは会場からの質問に答えていただこうと思う

んですけれども、まず最初に安里さんに質問がきてます

ので、最初に「ぐしちゃんいい菜についてですけど、食

感のシャキシャキした感じはりどのように工夫し栽培し

ているのですか。」

安里氏 あのシャキシャキ感ということでしょうか。

ぐしちゃんいい菜のシャキシャキ感は、7}(を精一杯かけ

ればできます。当然、水自体の蒸発がすごいですから。

毎日大体300坪に10tくらいの水をかけてシャキシャキ感

をだしております。よろしいでしょうか。

司会者 : ありがとうございます。質問まだたくさんあ

りますので次にいきますけども。 i芋は生食用、加工用、

アノレコー/レ原料、芋掘り体験用 と用途によって品種は大

きく違うんでしょうか。それぞれの用途に関して新品種

の導入とか品種改良を行ってますでしょうか」 、という

質問なんですけれども。

安里氏.はい、 基本的にはそうですね。我々は加工用、

それから生食用ですね。そういった形で栽培しておりま

す。 当然焼i~'tに対しては、最近はたくさんとれるといわ

れるちゅら恋紅という品種を使っております。また、食

用にしたい用、生食にしたい用は、やっぱり味も形もい

いものを使ってます。ハワイ紅は最近は減ってますが、

これは今、備i敵というlfJ:種を作って販売しているところ

です 。こちらも備瀬とかハワイ紅のB品といいますかね、

傷物とかそういったものは加工用の、またお菓子の原料

としてはなくてはならないものですので、このこちらの

今言った焼酎だけじゃなくて紅いもタノレ卜、工場にたく

さんありますお菓子の原料です。そういうものを作って

おりますので、加工用、それから生食用を分けて栽培を

しているところです。

司会者: 次ですけども、 「イモゾウムシの問題で生食

用が本土出荷で、きないとすると、加工用が重要になると

思いますけれども、独自で加工食品の開発など、は行って

ますでしょうかj という質問なんですけども。

安里氏 : イモゾウムシについてですかっ

司会者 : 独自で、やって加工食品を作るということを検

討されてるかということです。

安里氏: 今のところですね、6次産業とかそう言-った形

もよく耳にして勉強会も何度かやっていますが、我々は

あくまでも生産にこだわって検討、勉強していくつもり

であります。そうすると土地の生産性やサトウキビの隣

接とかそういったものもありますので、やっぱり考えて

はいますが、なかなか入手が足りないとか、そういった

こともあって、今のところ6次産業というのはできないと

ころではあります。

司会者: ありがとうございます。次いきますけど、

「県内て、の芋の生産拡大に取り組む地域が増えてきてる

と思いますけれども、先月の紅芋ノξン販売の記事、新聞

記事だと思うんですけど、これに八重瀬II1Tは県内二番目
の産地というふうにありましたが、現状は産地も件lびて

きて、八重瀬IIJTは伸び悩んでいるのではなし、かと思われ

るということですけど、生産拡大には行政のバックアッ

プが不可欠だと思います。生産現場にいる当事者として

どのような取り組みが必要であると思っているか」とい

うことなんですーけども。
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安里氏 10年前は、 50名ぐらいいました組合員が現在

は30名に減っておりまして、もちろん人聞が減れば面積、

生産ノレートも減っているところです。大変厳しいところ

でありますが、今後は娠興をはかつていくためには、も

ちろん出来れば|町の一括交付金の活用とか、また町の

我々の協力なしでは地域の振興はあり ませんので、ぜひ

u可のご理解等を得たいと思います。おかげさまで、冷蔵

庫の設置が3月頃に済む予定であります。そういった一つ

一つの積み重ねが生産振興につながると思っております。

司会者: ありがとうございます。次なんですけど、

「課題にありました病害虫の根絶って言ったらまさしく

産官学の連携が必要で、はないかと思われる、と。官恨11の

取り組みがどうなっているのか」という質問なんですけ

ど、これは安里さんというよりも、もし炭研センターか

ら来られた方から聞いてみたいんですけども。おられま

すかね?学部長何かありますか?こういった病害虫根絶

でそういう話があると閉し、たことありますか?もしそう

いうような事でご発言等ありましたらお願いしたいんで、

すけど。

高橋氏: 農業開発センター高橋といいます。すみませ

ん、もう一度設問といいますか、テーマを|明確にしてい

ただいてよろしいですか?

司会者: 芋を生食用に本土に出そうと思ったら病害虫

を根絶しないといけないので、それに対する官側の取り

組みはどうなっているのかと いうのが質問なんですけど。

高橋氏 今離島の方で先日、久米島の方でアリモドキ

ゾウムシという来害虫が根絶されたということが、新聞

等でも発表されたかと思います。これは県の農林水産部

のですね、農業研究センターですとか、病害虫防害技術

センターというところが中心となって行っている事業で

ごぎいます。只今甘藷と言うのは、 沖縄県から他県に移

動が櫛物防疫法という重要病害、重要害虫が作物と一緒

にほかの県に、木土に行かないようにすることで移動規

制がされている状況なんです。甘藷については、この久

米島で線絶されたアリモドキゾウムシというものと、も

う一種類、イモゾウムシというゾウムシがし、るために、

沖細県から他県に移動規制がかかっております。それで

この二つの害虫をなんとか根絶しようということで、昔、

農業開発センター高橋氏

えてみないとわからない。この大量に捕まえたH寺に人為

的にばら撒し、た虫の割合がどんどん捕えてくれば、自然

にいるやつが減ってきたということがわかるんですけれ

ども、大量に集めるためのフェロモンの開発がまだでき

ていませんので、そこに取り組まなければいけないなと

いう話になっております。それともうひとつじゃあアリ

モドキゾウムシだけでも沖縄本島全域で駆除できないの

かというのもあるかとは思うんですけども、小さな同H島

から根絶しようということで、まずは久米島、次は津堅

島、という形で段階的にノウハウと実績を積み重ねてい

こうというところですので、今後も取り組んでいこうと

は考えてはいるみたいなんですけれども、すぐに沖縄本

島はいつなのかとか、沖縄県全域はいつ根絶できるんだ

というようなことを言われるとですね、もうちょっと暖

かい目で見守っていただいて、継続的に沖縄県としては

頑張っていきますという話になっております。

司会者 : どど、うもありがとうございました。次また安里

さんに質問なんで

ているとありましたけども、その理|主lはなんであると考

えてますでしょうかJ。

ワリミパエを根絶した方法と同じ方法でですね、不妊虫 安里氏: さきほど言いました、やっぱり老齢化ですね。

を放ってですね、自然界でいた普通の虫と、 上手く生殖

活動のできなくなった虫と出会わせて、正常に生殖でき

る機会をどんどん奪っていって、それで恨絶するという

方法で、久米島ではアリモト、キゾウムシが根絶されました。

じゃあ気になるのが、久米島でもう一種類イモゾワムシ

は根絶できるのかという話と、あとそれから久米島自体

は小さいということなので、沖縄本島全域で出来ないの

かという話につながってくるかと思います。イモゾウム

シの方についてはですね、まだ、例えば放射線を当てて、

うまく繁殖できないものをばら撒くというのはできると

思うんですけども、そのあとの、実際に生殖活動を抑え

ることで、個体数が減ったかどうかというのは大量に捕ま

もう一つの原因では、非常に芋が作りにくくなったとい

うことも一つの原因じゃなし、かなと思っております。こ

こ何年か、また若い連中が来ておりますので、この若い

il中に期待をしていきたいと思っております。

司会者: ありがとうございました。それから「ぐしち

ゃんいい菜は夏に野菜が少ない時の夏野菜として、また

栽培用であるということである、ということなんですけ

れども、青汁の商品化の話が出ましたのでそのことをも

う少し話して頂けたら」という質問なんですけど。

安里氏: ぐしちゃんいい菜は木当に地域を活性化、支

えるようなカンダバーと思ってます。青汁、今年から始
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ぐしちゃんいも生産組合長安里氏

めておりまして、この青汁が、また意外にもサプリメン

トにもできるということで、今、内地の業者さんが作っ

たやつで、まだ私は製品は見たことないんで、すが、今の

ところたくさんの乾燥青汁を作るために今、糸満の方に

カン夕、バーを乾燥させているところです。次年度からは

100 tも200tもできることを期待して、今後ともまた、717

汁に期待をしたいと思っています。

司会者: ありがとうございました。次、塚原さんに質

問が来てるんですけど、 「酔ffJをたくさん使ったら泡躍

の種類が多くなって大変なことにならなし、かj という質

問です。

塚原氏:泡盛酵母の適正な種類数、ということですね。

使える酔悶の種類が増えることについては、酒造所さん

としてはまだまだ多い方が良いという声をいただいてお

ります。酵悶を「選べるJことは、目標とする泡盛に近

づけられるツールとして有用ですので。

また現在、泡盛の銘柄は400~500 と 言われております

が、今後は泡盛風味のバラエティ化の方向に開発が進む

と考えられますので、そのツーノレのlっとして、j包!Ir*酵母

の開発はとても効果的だと考えています。今回のような

確かに百年:問を変えたらl床が変わりましたよということを、

消'fi:者に伝えることが、販売につながると確信しており

ます。

司会者: ありがとうございます。またまニ里さんなんで

すけども、 「イモゾウムシの有無の点検法と害虫がし、る

苧は廃棄するのか、とか利用法はあるのか」という質問

なんですけれども。まず最初にイモゾウムシの有無の点

検法があるかということなんですけども。イモゾウムシ

がいるかいないか、という。

安里氏: 天敵ですか?

司会者: じゃなくて、芋にイモゾウムシが付いてるか

付いていないか、というのを見分ける方法があるか。

安里氏: 見分け方ですね、さきほど提示してあったん

ですけれども、ハワイ紅の場合は白だから、黒くなって

いるところはほとんどイノレムサーの領域です。非常に臭

い匂いがありますので、見ればわかるし匂いしたらすぐ

わかります。この苧がl個でも加工するとき入っていれば

全体に匂いが、イノレムサーのくさい匂いがして、 もう廃

棄する以外はないですね。イリムサーについてはですね、

例えば加工業者の皆さんが非常に気をつけて、これは絶

対し、らないということで、ヘリオスさんなんかは品質を

大変気にするところでありますから、一位|一個割って調

べてから、泊には原料として!'I~¥;、てると思います。イノレ

ムサーは先ほどの高橋さんにもあったように、我々農家

からは、早めの対策を してもらえたらな、と。本当に、

切実な希望であります。

司会者・ ありがとうございます。次、塚原さんですけ

ど、 「僻母の研究が始まってどれくらいで新しい酔悶が

発見できたのかということと、苦労したことはあります

かj とし、う。

塚原氏:今回の取り組みに閲しては、梢想から商品化ま

でで 1年ちょっとです。苦労した点は、最初の段階、酵

国を探しの期間は実際に目的のものが取れるかどうか全

くわからない中で進めるというと ころですね。そこにや

りがいがあるとも言えますし、先が見えないという点で

は苦労だったとも言えます。

司会者: ありがとうございます。次、川|力さんなんで

すけど、発表の他物発酵エキスなんだと思うんですけど、

酵素があるのを買うから良いのか、他にメリッ卜がある

かという質問。

加力氏: 今回の野菜の選抜に至つては沖縄県工業技術

センタ一様の方に薬草データベースがというのがありま

して、その中でおもに高血圧を抑制するという、 ACE阻

害活性をそういう成分がどの他物に多く含まれてるかと

いうデータをいただきましして、そのデータをもとに試

rl用にですね、今度は調達できるような作物を選んで選
抜しました。その酵素についきましてはいろんな考え方

があるんですが、少なくとも私の中では胃酸でやられな

いで腸以下まで達した時に、より効果が出るようなそう

いうペプチド系のものを見つけていかないと、なかなか

木物にはなれないんじゃなかなというふうに思っており

ます。

司会者: ありがとうございます。また安里さんなんで

すけれども、 「生産農家(計画)は何件くらいあります

かということと、出家聞の生産計画や、 出荷計画をどの

ように計画されていますか」ということです。農家が何

件まずあるかということと、その問で生産の計画を立て

たりとか出荷の計画を立てたりしてますか、ということ

です。

安里氏 : 農家は、現在30名程度だと思います。こちら

は減ったり唱えたり 上下がありまして、正確には把握は

してないんですが、 30名程度いるといると思います。生

産計画で、ありますが、農家の専業がほとんどおりません

ので、出荷計画はなかなか立てにくいところがあると思
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パネルディスカッションの様子

います。毎年毎年、同じように作ることはできませんの

で、例えば、前は二ヶ年か、三ヶ年はサトウキビという

ことがありまして、業者さんの要望とかそういったもの

はれ、たらある程度は百の位、面積植え付けする場合って

いうのがあると思うんですが、ほかの農家の方々は、 1:111

が空いたからつくるという形をとっておりまして、去年

も500キロぐらい作ったから今年も、ということはできな

いところがあって、生産計画はなかなか立てにくいとこ

ろがありまして、苦労しているところがございます。今

後は専業農家が何名か出てきますので、そういった人と

作っても売れないというのはどうしようもないですから、

業者さんがそういった加工業者さんのみなさんと調査さし

ながら、契約とまではいきませんが、そのへんのまでで

きれば、と思っております。

司会者 : 今の話と関係あるかもしれませんが、質問は

「農家から組合の方に不満が出たりとかそういうことが

ご苦労されたことはどんなことがj というような質問で

す。不満ができたりそういうのを調整するのが大変とか

そういうことはありますか。

安里氏: 地域の農家さんに対しては、私が小さいころ

から知っていますから、!j¥'jに苦労とかそういうことはな

いです。ただ芋さえ作ってきてこっちも注意して出荷す

れば非常にありがたいな、と思っています。また、苗木

の方もバイオ菌を使っておりますのでそういった菌も勉

強しながら、農家も頑張ってくれているということで、

特に農家への不満とかはございません。

司会者: ありがとうございます。大城さんのほうなん

ですけど、 「白川ファームでの加工品と生鮮農産物の生

産額、出荷額の比率はどれくらいなのか」っていう質問

です。

大城氏: 基本は主幹のマンコーのほうで2/3ほど占めて

おります。ですからマンゴーで、庖舗の方と加工の方を維

持している形になりますので、マンゴーが仁I~心になって

ますが、どうしても居舗を持っていると一年中マンゴー

がない時期の方が多いので、それで加工品の方を作り始

めました。ですから、マンゴーの主力が台風の被害にあ

った時にかl工品て、補えるように今頑張っているところで

す。

司会者 : 質問の方に「加工品が増加しているかJって

書いてありますけども、加工品の方を増やしているとい

う事でよろしいですか。

大城氏 : そうですね、加工品を今従来作っている製品

をさらにいい商品にできるようにラベノレを変えたりとか

野草木果を作ったりとかしたりしております。野草木果

は体験学習を3年程行って、お客様の要望で製品化して欲

しいというお声で、やっと製品化した商品になりますので、

そういった形でお客様の要望で今まで製品化してないの

がまだありますので、それをひとつずつ製品化にして販

売していきたいと思います。

司会者: 局IJの質問なんて、すけれども、 「酵素を全面に

出した健康飲料とそのエビデンスっていうのをどういう

ふうにしているか」ということが質問なんですけれども。

健康飲料として、健康にいいということの証明をなにか

とってられるか、という質問だと思いますけれども。

大城氏: 証明をとるために、いろいろ検査したんです

が一番の問題が88種類の種類を使っているのでそれぞれ

が微量過ぎて検査できない、という ことになりまして、

一つ一つの商品でその精度を分析すればもっと価値があ

がるんですが、今現在6次産業支援のときに補助し、ただい

た点で30万ほど検査しましたが、 出てきませんでした。

ただ、今加工品の技術があった上で「野草木果」が出来

たんですが、マンゴーとかドラゴンフルーツ、シークヮ

ーサ一、これジャムで加工する際でも、だいぶ酵素が強

いので、なかなかそれを滅菌して製品化する、というのは

通常'のジャム作りではない滅菌工程になります。今回の

「野草木果」というのは秘密ですが、そこまでは達して

ないので酵素の力っていうのも実際私の方でもこれを三

ヶ月間、より効果を得るために判断試験というのを行っ

て、朝だけを「野草木果」だけ、ということで体脂肪の

方、 10%下げました。で、他にもこういったのも始動して

るとこなんですが、もう効果は得られてます。ただ、生

でイ7三ったほうがより、さらに効果はで、ます。ですから、
手作りの教室、販売ていうのはこれからずっと先もやっ

ていきます。でもそれも出来ない方、もしくは出産した

ばかりでお子機がまだ小さくて作れないとか、年配の方

とか病気の方にも飲ましてあげたい。こういう方は製品

化したものを飲んでいただけるように作りました。実際

私、これを製品化するときに出産をはさんでましたので、

大変だったんで寸ーが、その際にこの酵素ジュースを飲ん

でたせいなのか、通常こう いった激務に追われると一人

目のときにすぐに問乳がストップしました。今回に関し

ては、 一歳になるまで、仕事を続けながら、この激務を

堪えながらも出たのでやはり体が活性化したかな、とい

う実感があります。

司会者 ありがとうございます。もう lつあるんですけ

れども、これは加力さんにも閉し、た方がいいのかもしれ

ないんですけれども、 「酵素っていう表示に関してなに

か法律的に表記の基準というのがあるのか」という質問

なんですけれども。力日力さん何かご存知ですか?
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加カ氏 : 酵素ですか?

司会者- 酵素っていう言葉で表記するときに法律的

になにかしばりがあるのか、ていう。

加カ氏: 今のところ商品表示法とかで、あまりいわゆ

る科学的な用語としての酵素という意味ではなくて、一

般的で言われてる酵素ジュース という形で商品販売され

てることが多いので、特に問題はないです。でも、我々

「植物発酵エキス」という風な表現をしてますのは、科

学的なところから見たときにそれはほんとにどうなの、

というと ころもありま したので、我々「酵素」という言

葉を使うのにちょっと無理がありますので、 「発間半エキ

ス」というと ころは考えておこうと思います。

司会者: ありがとう ございます。大以来さんなにかあり

ます?特にないですか?

大城氏: 今回製品化する|蜘こJASとか保健所とか俄認と

って商標登録もしたんですが、その際に酵素という名義

ではとってはいけないんですが、商標としては絵として

とることはできる。文字としてとることはできない。そ

ういうことは聞きました。 i酵素」という文字じゃなく

て、これが絵として、文字としてじゃなくて、文字の意

味合いじゃなくて、この「酵素」という漢字がもし明朝

体であったら、この明朝体の文字でとる、ということ。

だからそれ以外のゴシック体の酵素つてなったら、これ

は違いますよ、ていう形です。

司会者: わかりました、ありがとうごぎいました。次、

塚原さんなんて、すけれども、 「マリーゴールドとは八重

瀬町以外で県花とか町花に指定されていないか」ていう 、

これは八重N~iIWJ の方に閉 し 、たほうがいいのかもしれない

ですけれども。八重瀬町以外で使ってると こはないのか、

っていう。

塚原氏: マリーゴールドですかワないと思いますが。

(塚原注 後日調べた範囲では他地域の指定はありませ

んでした)

司会者: 八重瀬町の方でご存知の方おられますか?そ

れから、 「今のマリーゴーノレドからの泡盛の知財化どう

しているか」 、ていう質問なんでーすけれど。商標をとっ

てるのか、とか酵母、菌株を特許みたいなのはとってる

か、ていうこ となんですけれども。

塚原氏:今、弊社のすm財の取り組み方のスタンスですが、

今回のような開発では特許取得は適さないと考えており

ます。その理由は、特許取得や維持のお金や労力に対し

て得られるメ リッ卜が少なし、からです。逆に、商標はほ

ぼ常に取得を検討 します。 しかし、今回のマ リーゴーノレ

ド酵母については商襟をとっておりません。総合的に考

えると、知財戦11硲についても取るかとらないかの判断が

重要と思っています。一方、弊社といたしましては、開

発した微生物について、一定の契約の元に使っていただ

きノウハウと してご提供させていただいているというの

が実情です。

司会者 : ありがとうございます。次、加力さん。 i白

糖と黒糖を加えていられましたが、成分表示はどうして

いるのか」ということなんですけれども。

加力氏: 成分の表示ですかワ

司会者 : 成分表示は、って書いであるんですけれども。

加カ氏: コンセンサスとかそういう意味ですかね。

司会者・ ちょっと質問の意図がよくわからないですけ

れど、黒臓が入っているので、黒糖の成分についてですか

ね。成分表示をどうしてるのかっていうつ

加カ氏: いわゆる健康食品といいますか、その分野の

中ではちゃんと決められている法律がございますので、

その法律に則ってしか表示ができないと思いますが。効

果効能と植うのは非常'に難しし、かな、と思います。 lつ

上のトクホっていうところはありますが、現状で沖縄の

企業でI{.立円相当だしてですね、 トクホをとると いうのも

あまり得策ではないのかな、という風に思ってますので、

どちらかというと、外食だとか夕食の分野で具体的に実

}i包っていうのを積み重ねていきながら、それがこういう

成分が含まれているよ、というと ころまで到達できたら

な、と思います。

司会者: ありがとうございます。 i酔素、どのような

酵素が含まれているか、活性がどうたらJっていう質問

なんて、すけど、加力さん。

加カ氏: どのような酵素、ですかり

司会者: 酵素はどのような酵素が含まれていて、活性

はどうなのか、ていうのが質問です。

加カ氏: 我々、今回注目してるのは酵素という部分、

まあ一つ一つの植物の、まあ言ったら血管を拡張すると

いう成分をACE活性阻害っていうんですが、その部分の

性能をよく多く持った他物を選択してミックスしてます
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ので、 lつずつの植物の酵素がですね、これが効くとか効

かないという話じゃなくて、ミックスした中で効果を高

めていくという集合をとってますので、そこの酵素につ

いてはlつlつの酵素ですね、分解して1lJf究してるという

わけではございませんので、これから多分次のステージ

にあがるときに、じゃあ実際に何が効いてるのかってい

うのはおそらく、きちっとそういう風にやってかなきゃ

し、けないところじゃないかなと思いますし、こらがまた

一番大事なところじゃなし、かなという風に思っておりま

す。

司会者: あとは、 「酵素であると、非加熱でやるとい

うことだと思うんで、すけど、製造とか輸送中の安定性て

のはどうなのか」という質問。

加カ氏 : すみません、もう一度。

司会者: 製造とか輸送中の安定性について。

加カ氏: 安定|生ですか?これがですね、非常に大きな

関門、課題でして、その様な継物、まあ今回調達した植

物もどういう栽培条件で、どういう肥料を使って、何日

間ぐらい生育を見守ったかとかですね、細かいところは

まだ実際にできでなくて、マーケットにでてる、とか後

は俺の知り合いの民家さんに頼んで、調達をしてます。

今後、組合をつくっていきながら一定の条件をですね、

こうしづ植物に対してはこういう条件で、これだけの堆

肥をつくって、これだけの成長した段階でください、と

いう風に、いわば植物の機能性成分が一番多くとれるタ

イミングを見言一|ーらって、本比i音していけたらな、というこ

とを考えておりまして。その先にはですね、私どものの、

より安定したものをきちっと供給してもらうためには、

むしろ植物工場的な発想がいいのかなと思っております。

一部の、今回採用した植物の中から植物酔国でつくれる

ものもありますので、そこだとどういう状態でどういう

条例二で一定程度の条件をつけれますし、データもちゃん

とわかってきますので、よりその機能性成分が多く含ま

れる栽塙条件がどういう条件なのか、確定できると思い

ますので、そういう方向に将来的にはすすんでいきたい

な、と思っております。現況では非常に今のところ厳し

いです。

司会者: ありがとうございます。安里さんまた質問な

んですけど、今まで話してることなんですけど、 「今後

の取組の展開が他にあれば、今後どのような展開を考え

てられているかj 、まだお話でないことがあるようであ

れば。今後の展開。

安里氏: ほんとに芋は、捨てるところがありません。

もちろんカンダパーも捨てるところございません。f7iJえ

ば、いい菜とか出荷できなければ、そのまま、またヤギ

の餌にもなりますし、また芋の場合は!I家の餌にもなりま

す。そういった形をつくりながら、今後はカンダパーを

中心に、家畜、例えば豚、ヤギを飼育しながら、さらに

その堆肥で栽培しながら、自然にやさしい民業といいま

すかね、苧作りといいますかね、そういった形にもって

し、けば、もっと今後いろんな方面に展開できると思って

ます。ぜひ先ほどの長寿のお話もありましたので、カン

ダパーを食べながら、苧を食べながら、長寿県沖縄をつ

くっていきたいな、と思ってます。

司会者: ありがとうございます。講演者みなさんに質

問なんですけれど、 「固とか県からの各種の事業に積極

的に申請してますか」っていう質問なんて、すけども。補

助金事業ワ、各都の事業にこう積極的にされてますか、

とし、う。

安里氏: 補助金事業ですか?今のところ大きい補助金

は出てないですね。先ほど言いましたように台風対策と

か今、菊がやっています。台風対策とか、そういった形

ができれば今後ともカンダパーについては飛躍的に発展

するんじゃなし、かな、と思っております。芋掘り機を25

万、それからマノレチですね、大体25万。50万をここ 10年

でいただいたことはあります。以上です。

大城氏: 白川ファームの方では6次産業支援ということ

で、県の営肢の推進課と八重i~頭町役場と白川ファームで、

三社で'24年度出ました。この24年度に同じようにカラペ

ジですね、商工会の方からも補助金が出て、こちらの方

はとても短い期間の保証期間であったために準備のほう

ができなくて、成分分析表だけを補助金としていただき

ました。こちら白川|ファームはグリ ーンツーリズム協会

にも入っていて、南部普及センターにだいぶお世話にな

り勉強会とかも参加しますので、そういったのを補助金

などはお話はいつも申請していただいております。商工

会の方も八重瀬Iwrの商工会の方にお世話になって、カラ

ベジグ‘/レープにも入っておりますのでそういったところ

からも補助金の方はうまく話を聞いております。

塚原氏:バイオジェッ卜では、県や市町村、国の公的資

金をいろいろ活用させていただき、企業さんの支援を行

っております。今、ご紹介させていただきました事例を

含め、まさにそのような「公的資金を出来る限り有効に

活用するようなお手伝いをしていく Jということ自体が

弊社の業務になっていると言えます。ですから、いろい

ろなメーカーさん、農家さん、水産業さんなどの方々か
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らの問い合わせに対応して、行政とつなぐというサポー

トを仕事としております。公的資金は、アナウンスが少

なく公募に気っきにく い、 どのように申請したら通りや

すいかわからない、採択後に予算の使途や11長票類整理が

間単で、はない、など研究開発以外の課題が多いので、こ

のあたりもサポートさせていただいております。

加カ氏: あいあいファーム、アメニティとあいあいフ

ァームはですね、今後もっと近づく感じになっていくと

思ってます。lつは、幹部の方から見れば6次産業化とい

うところでいろんな分野が見えてきたんですが、もう一

方ではアメニティの方から見れば、農業部門をどのよう

に活性化していくかという視点からも大変重要というこ

とであります。今後も考えられる商品の開発のテーマと

しては、もう lつの高血圧に刻して高血糖ってありますか

ら、血糖値を下げれるような、 こういう植物エキスも開

発だったり 、あとは美容がですね、結構女性の美白効果

あるということで多くの化粧IEl会社に納品されてますの

で、そういう美白効果のあるような植物の発酵エキスだ

ったり。あと泡感関係で言いますと、沖細lこはせっかく

これだけの薬草がありますので、養命酒みたいなと ころ

を開発していけたらな、と。!t.'jに、高血圧だとか高血糊

だとか、眠れないだとか、そういうところをターゲッ卜

にしたですね、新しいお酒を造っていけばもっと健康産

業で寸ーね、件' ~iliの泡盛業界を [1"心 lこ展開できるんじゃな

し、かな、という風に思っております。

司会者: ありがとう ございます。大城さんと加力さん

になんですけど、 16次産業化事業を進める上でなにか課

題を感じているでしょうか」と いうことで、どういう謀

組があるのかと考えているのか、というのをちょっと話

していただきます。

大城氏 6次産業化てい うのは自然的になったことなの

で、それに関してはやはり加工部門は私が居れるので問

題はないのですが、農園の方が高齢化しているのでその

世代を作る。今マンゴーの方に専用のスタッフをつけま

した。ただ、6000坪のある刈11で100種類の野菜やノ¥ープ、を

つくるのに、ただそのノウハウという技術者を入れる、

ということが今のでは不可能なので、それを育成する、

というのがすごく大変です。ですから、加工する者の専

門がl人いれば、あとは一番大事なのは農園ですね。そこ

から採れるので、自社の方は全製忍1化してますので。以

上です。

安里氏 6次産業化で、はないんですが、今、苧の栽培、

いい菜の栽培ですね。国 ・県や、Ji:!J，:{0fセンターから、支

援は沢山もらってます。そこでお礼が言いたいと思いま

す。大変ありがとうございます。

司会者 6次産業化でなにか課題感じてることとか。

加カ氏. 私どもは今、今帰仁村のほうで葉薬を活用し

た6次産業化をやってるんですが、実際に地方といいます

か、農村に行って一番切実に思うことはですね、村とは

雇用をli'{Jf保するとい うことでお約束をして、我々入って

し、ったんですが、現実なかなか我々が満たすところの人

をなかなか雇用できない、と いう現実がありまして、確

認しでもですね、なかなかそこで一生懸命コツコツコツ

コツ働いてがんばる、というような若い人をちょっと探

してるんですね。公募で、は来なかったりだとか、我々は

加工体験、それから今度レストランと宿泊施設もオープ

ンするんですが、ここも募集はしてるんですが、なかな

か来ていただけないという現実がありますので、早く 6(;1く

産業化に伴う 八材育成を県、匡|、市 11円.~"J も含めて行政の

方でですね、どういう人材を農村に送り込むか、という

ようなところをやっぱり考えていただかないと、現実に

なかなか前に進んでし、かない、と。ちょっとした我々地

方の企業がですね、出村で6次産業化をやっていこうと思

っても、この人材育成をどうすすめていくか、という壁

に当たってしまいます。もちろん、体力があれば3，4年

かけてですね、若い人を教育しながらやっていけるんで

すが、村の、一番初めの出村は投資も大きいもんですか

ら、その投資をカバーするだけのリターンで、すくソ¥材

を求められるわけではないので、どららかというと、今

那~~íの人材を今帰仁に導入して、凌いでいるというよう

な現況ですので、早くですね、 J{lk ~司 に良い人材 を供給で

きるような、そういう教育体制もつくっていただけたら

な、と思います。

司会者: 農業生産に関わる人材が足りてない、という

ことですかね。個人的なことを言わせてもらうと、若者

がl織が見つからなくて困っている、という こと を都会に

居る人たちは言っている。 で、 J~業現場で、は高齢化が*

んで入手が足りない、ていうようなことで、ミスマッチ

があってその辺をう まいことかき回してやると上手く動

くんじゃなし、かなと思ってるところがあるんですけれど

も。だから決して人がし、ないわけではないんじゃなし、か

な、と思います。そういう ことをやることも大変なんて、

すか、 内藤先生。

内藤氏: そうですね、私も加力さんとは講演させてい

ただいてよく話するんで、すけれども。なかなか農学部も

j品業したいという学生がいるんですけれども、力日力さん

ちょっとどのようにその、特別な技術を持った、加工と

かと技術を持ったような人材というのがなかなか見つか

らない、という ことで、そういうところまで、農学部は炭
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業だけじゃなくて食品産業も含めて、広く技術を持った

学生を教育してし、かないといけないな、と最近つくづく

J盛じてるところで、すー。

司会者: ありがとうございます。質問は以上なので、

パネノレテ、イスカッションをやりたいと思いますけれども。

内藤先生の話の中に産学連携をやるのを、事例としては3

パターンあるだろうということで、私なんか大学にいる

人間の場合は「産」と「官」の行政による連鋭、という

ことで、会社の方が私のほうにやってきて、こういう事

を一緒にやらなし、かというお誘いを受けて参加する、と

いう形が私の場合はそうなんですけど。他の事例2、とか

3のようなことに関わることはあまりないんですけれども、

こういうことも大事なんだなとか、 内藤先生の基部'iJ ~'IW演

を聴いてちょっと考えたこともあるんですけれども、な

のでいつも大体「産jからこういうことが課題だから、

これを問題の中身を解決するにはどうしたらいいか、と

いう相談を受けて関わる。どっちかっていうと、やって

きたものに刻して受身的な関わり方なんですけれども。

事例2のほうはこちら側から要請して、 内藤先生の場合だ

と農業体験を学生にさせて出かけていって、そのj島村、

地域の活性化に直接大学の方から関わっていくというや

りかたなんですけれども。僕たち、僕なんかはそういう

事を今まで、ゃったこともないし、ちょっと考えさせられ

るところもあるんですけれども、こういうのはやってや

るのはなかなか大変なんじゃなし、かなと思ってます。内

藤先生ちょっとご苦労話を聞きたいんですが。

内藤氏 : 大学の教員、いろいろと多忙ですから、実学

ということで地域に役立つような研究をしたいと思って

ますけれども、バイオジェッ卜の塚原さんのようになか

なかそういうビジネスに結びつけるということまではし

ませんので、ぜひ皆さん方からいろいろと自分たちこう

いう技術を持ってるけどそれ、なんとかビジネスに活か

せないか、とか、こう いう資源、があるんだけどそれを技

術に活かせないか、というようなことをどんどん持ち込

んで、いただけたらと思ってます。行政なんかには、みな

さんいろいろ言いやすいけれども、なかなか大学は敷居

が高いなというところがあると思うんですけれども、で

きないことはできない、ということで受けることできま

せんけれども、いろんな大学の教員いますので、ぜひい

ろんなことで閉し、ていただけたらと思います。それから

大学の教員側としても、いろんな技術とかあるいは知識

持ってるので、もっとやっぱり地域にそれで活かしてい

くようなアピー/レというか、してし、かないといけなし、か

な、と思ってます。特に国立大学も、私は法人化してか

ら就職しましたけれども。国立大学法人法の中には、地

域貢献しなさいよ、というようなことが、社会貢献しな

さいよ、というようなこ とが植われてますので、もっと

もっとしていくことが必要かなと思ってます。そのとき

にやっぱり4、目手探すって難しいですよね。ですので、そ
ういう窓口みたいなものがやっぱり、大学全体の中には

あるんですけれども、農学部でもつくっていくことが重

要かなと思ってます。私はこっちからお願いするにも、

なかなかどこに行こうとかそれを決めるのが、やっぱり

苦労してる一番のところで、誰に相談したらいいんだろ

うか、というところを苦労してますので、多分皆さんは

逆に大学はどこに相談したらいいだろう、とかというの

を御苦労されてると思いますので、そういうところをう

まく 和衷できるような仕組み、というのが必要かなと思

っております。ちょと答えになってるかどうかわかりま

せんけれども。

司会者 : 内藤先生からお話ありましたけれども、大学

も地i戒の活相二化に砧=極的に関わっていきたいということ

は思ってますので、なかなか話は持ってきにくいかもし

れませんけれども、ぜひ気l怪に、と言ったら変ですけれ

ども、そういうこと相談に来られたらどうかな、と思い

ます。そういう地域との結びつきを密にする、というか

敷居を低くするというような事も、きっとこのシンポジ

ウムをやってるというのはlっそういう意図があるんです

けれども、そういうことで今回八重瀬IIITでやろうと思っ

た理由はさっき述べてたんですけれども、八重瀬IIITのカ

ンダパー、ぐしちゃんいい菜みたいな、ああいう取り組

みをされてるってのを知ってたことと、カラベジのこと

をやってるっていうのを、いっかな、 5月か6月ぐらいに

久茂地の、りうぼうの地 下に行った lI~j に、出展されてて

いろんなものが置いてあって、八重瀬I!IHこはいろんなも

のがあるんだな、というのと、いろんな取り組みをして

るんだな、というのを知ったことと 、塚原さんがマリー

コ、ーノレ ドの泡践をやってるってのを知ってたっていうこ

とで、今回八重ì~~iIIlTで開催させていただいたわけですけ

れども。なので、もし八重瀬IIITでもっとこういう取り組

みを してる、というここのフロアで何かお話したいとい

う方がもしいれば、話聞きたいと思うんですけれど、ど

うでしょうか。役場の方、じゃあ。

知念氏 : 八重瀬Iwrの議長をしております、知念といい

ます。実はですね、八重視員II1Tをいかに活性化するかとい
うことで、議会とそれから行政で研究中なんです。 しか

し、今日の話を閉し、たときに私lつ感じたのはで寸ーね、つ

くっておられる方々はみんな一生懸命で、ある、と。しか

しこれが、じゃあ一般の人に伝わっていくかといったら
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ーー『ーーーー 『 どこに行ったら貿えるんですかというようなのがありま

八重瀬町議会議長知念氏

ですね、要するに信用するのか信川しないのか。そこで

ですね、 内藤先生、琉球大学のですね、大学の先生ブjが

推しますよ、というようなですね、こういう折り紙つき

のというようなものが私はまずは、必要と思っておりま

す。それから、実はですね、よく行政側は、今カラベジ

の言活もありました、ぐしちゃんいもの話もありました、 6

次産業の話もありました。これも議会の中でいつもあが

るんです。 しかし、じゃあこれを尖質的に身にするか。

身にしないと何の意味もないんだよ、という意見がです

ね、議会側からの立場なんで、すよ。要するに発信するか

らにはそれがみんなに伝わって、そしてこれがほんとの

意味で、生産者に跳ね返ってくるんだよ、というようなの

がなければですね、これは発展してし、かないというのは

当たり前のことなんです。実は、f旬万迎ヒtll限程l日ヨ にでで、すね、

ぐしちやんi朝刊削!市ということで

長J沙則U切lの!川l'でで、一番多く Jやてやコつてるんじやなし、市カか、な、 と思いま
すけれども。みんなが、向こうに行けばこういうのがで

きるんだ、白川|ファームに行けばほんとにこうい うもの

ができるんだ、と。それから1m力先生の今度やってます

ね、 Ifu圧を下げるのはこうすればできるんだ、というよ

うな、ほんとの意味でですね、ここに訴かが裏打ちする

ようなものがなければですね、ただ言ってるだけじゃな

し、なということで、{百Iの意味もなしじゃないというのが

私現状だと思ってます。ぐしちゃんいももですね非'?i1;に

おいしいです。それからですね、さきほと、言ってるぐし

ちゃんいい菜。カンダパーも非常にすばらしいもんです。

だけれども、朝市に行ったらですね、この日いももそん

なに、ここに来てもないよ、と言われているのが現状で、

すから。私lつの、一番発信力があるのはですね、琉球大

学の教授のみなさん方がですね、このこれに関してはす

ばらしいんだというようなお墨付きみたいなのをですね、

やってもらって。それから、このさっきもですね、 マリ

ーゴーノレ ドで、やってほんとに香りがよくていいんだ、と

いうようなものをですね、みんながそれを、じゃあ我々

もやってみようというようにする発信力の不足。それを

裏打ちする、誰が保証人になってるのかというのが一番

不足してると思うんですよ。これ町長であったり我々議

会があるかも しれないし、それからじゃあ我々のほうか

ら行ったら八重瀬川の宣伝のために町ー長が行ってるんだ

よ、八重瀬町の宣伝のために議会が行ってるんだよ。で

はですね、あまり効果がないと思うんで、す。沖縄で一番

優秀な琉球大学の先生方がそう いう風にお墨付きをあげ

ているんですよ、とい うことで、私はやってもらいたい。

そうすればですね、やっぱりそれがlつのきっかけとして

いくと思っておりますので、ぜひよろしくお願いしたい

と，IJ.tv、ます 。

司会者: どうもありがとうございます。がんばらせて

いただきたいと思います。内藤先生。

内藤氏: そうですね、 ーっさきほど加力さんからもエ

ビデンスという言葉がありましたけれども、その{桂成食

1111とかっていうところでは、体にいいとかではやはりエ

ビデンスとか証拠とかっていうところもね、非常に重要

だと思いますので、 なかなかJ~学部て、機能性を分析した

り、ということをしてる先生もありますし、それからさ

っきの高血圧だ、ったら、医学部の先生方が研究されてま

すので、そういうところでお墨付きをとるというのもlつ

大引なところかな、と思ってますし、私たちも情報発信

に協ノJできたらしていきたいな、と思います。よろしく

お似し、します。

安里氏 朝1'11にいもをおいていない、ということです
が、その原因は、 6flの十何日カ叶二ばつで、芋の成長期に

I:nが降らなくて、芋がとれなくなって しまったのです。

制diからも「なんでもってこなし、かー」ということでし
たが、芋がほんとにないんです。栽陪方法にもいろいろ

記長JWがありまして、なかなか難しいですが、今後は相l市

にも:H術できるよう にしたいとおもいます。そういうこ
とですので、刺市についてはほんとに ~I，I し訳ないです。

司会者: どうもありがとうございました。

出口氏 失礼いたします。商品酒販の出口と q-lします。

大変すばらしいシンポジウムのキャス卜を閉し、たんです

けども。ほんとにもったいないな、と思うのは、今こら

ら八íTIì~if[のものをどういう風にして広めていくか、とい

うお訊が出ると思いますが。ぜひこういうシンポジウム

にですね、例えば流通の方をお叩きしたらどうかと。私

も流通の携わってる l人になりますが。例えば、小売の、

大きな小売の方のパイザーをお招きしたりですね。それ

から、IYiliAしたいろいろなそういった技術に関わる方を

お叩きして、そうすると私も今日、実際に商品を見せて
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南島酒販株式会社社長出口氏

いただいた中で「面白そうだ、こんなものが食べれるんじ

ゃないか、こんなところで展開できるんじゃないか、と

少し今日ヒントをいただきましたが、そういうことを一

緒になってですね、お招きしてそういう方々に11[1し、てい

ただく。そうしますと、 例えばすぐに商談につながると

か、販売につながるとか、そう いうチャンスもあるんで

はないのかな、と。せっかく良い会をしてらっしゃる、

琉球大学がこういった地域の貢献シンポジウムやってら

っしゃる。布、もたまたま、外山先生といろんなところで

一緒させていただいて、こういう事をやってるというこ

とを知ることができたんですけれど。案外そういったと

ころでやってらっしゃる方はご存じない、というのが l

つです。残念なことながら。ぜひ次回からそういう取り

組みをされてはし、かがかと。それから先ほど人材のこと

について、 いろいろとなかなか加力さんがおっしゃった

んですけれども、自分たちがほしい人材が育つてないな、

と。大学は大学として、当然みんな激しい受験戦争によ

ってで寸ーね、計l'制ナンバーワンの琉球大学を目指してい
た優秀な人材が入ってくるわけですけれども。1つ提案が

ございますが、私どもは l企業を経営してるのですけど

も、例えば琉球大学の中で、県内のそういった企業の経

営者を一度適当にH乎んでですね、学生の前で話をさせて

みたらどうかと。実際、学問と現場はかなり違います。

私どももj流大の卒業生の方を何名か採HIさせていただい

て、実際の仕事についてるんですけども、やっぱり大学

で、 j見学者1¥で勉必してきたことが現場でどう活かせるか

というように、やっぱり指導していくのになかなかH寺間

がかかります。そういう面で、どういう人材を育ててい

ただいたら、現場に役に立つのか。また学生さんが勉強

する'-1'でどういうことを自分は勉強していったらi波力に

なっていくのか、とそう いう意見交流といいますか。そ

んなに岡くならずに、れ1，制の企業さん沢山ございますの
で、いろんなとこから選抜してで寸ーね、戸をかけていた

だし、て、30分から 40分ぐらいでいいですから話してもら

えないか、とか。そういった交流会を設けていったら、

人材育‘成には非常'に特効薬なんじゃなし、かな。そんなこ

ともらょっと感じました。まあ個人的な意見ではござい

ますが、またご採用いただければ幸いだと思います。ど

うもありがとうございました。

司会者 : どうもありがとうございました。こちらから

社長にお闘し、することもあると思し、ますが、よろしくお

臨し、します。今の卒業生とか、会主|この方を呼んで・話を聞

く、という訓演会は、農学部で、は一応やってますよね、

就職制泌会みたいな。学部長のほうからこんなことやっ

てますよ、とかありませんか。

川本氏: ご意見どうもありがとうございます。先ほど

の加力さんがおっしゃった人材育成。これは農学部です

から、 6次産業化に向けて人材育成。それから 6次産業化

のコーディネーターを養成する前座を、近々聞きたいと

いうことも考えていますけれども、当然我々教員だけで

はこの前座できませんし、地域の産業会員の方からエキ

スパー トを呼んで講演というか前義をしていただこうと

いう計四は現在進んでおり、それで、これとはまた別に

県内が多いですかね、キャリア教育という点からいくつ

かの授業があるんですけども、全学でもやりますし、民

学部でもやっておりますけども、その"1"では各界の方を
呼んで、おH予びして講義をしていただいて。まあ lコマ

というと 90分なんですけれども、これは毎学期そういう

のを行っております。今度機会がごさいましたら講師と

してお招きいたしますので、ぜひともまたその時はどう

琉球大学農学部長川本氏

III 
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ぞよろしくお願いします。こう いうような活動で、以上

です。

司会者: ありがとうごぎいました。他フロアからなに

かご意見ありましたら、聞きたいと思いますけれども。

もしなければ時間だいぶ越えてしまったので、ここで終

わりにしたいと思し、ますけれども。どうもありがとうご

ざいました。それで、晶後に農学部長のほうからご挨惨

をお願いしたいと思います。

川本氏. 農学部長をしております川本でございます。

本日はこの地域貢献シンポジウムを開催するに際し、沢

山の皆傑の参加をいただきましたこと。現在は少し少な

くなってますけれども。大変うれしく思っております。

開催するに際し、この八重瀬川に共催ということになっ

ておりますけれども、こう いう会場を提供し、ただき、そ

していろんなサポー卜していただいたことを感謝申し上

げます。それから木日の基調講演の内藤先生、それから

ぐしらやんいも生産組合の安里様、それから白川ブアー

ムの大城様、バイオジェッ トの塚原様、アメニティの川|

力保o ~IIJ' I ':ïlíの先生方にはお忙しい ところ、このシンポジ

ウムにパネラーあるいは前演者としてお越しいただき、

非常に貴重なお話をいただきましたこと大変勉強になり

ます。ありがとうごぎいます。

この琉球大学は本来、教育研究というのがメインでし

たけれども、何年か前から地域貢献というのを入れて、

この 3つ、教育 ・研究 ・地域貢献という 3つの三本位で

やっていくんだというのを大学が縄げているとして、大

学:はさらにはこのアジア太平洋地域における研究教育拠

点を目指すと、いう風に言っておりまして、そういう梅

外アジア太平洋地域とグローパルな連携を進めていくと

いうことを行っております。そういった中でこの山学部

におきましては、地域貢献の lつのアクションといたし

まして、この地域貢献シンポジウムというのを開催させ

ていただく、と。今年で 5年目になります。今回は八重

瀬IllJで開催できました。また次回、県内のどこどこで開

催させていただきたい、という風にも思っているところ

でございます。 我々農学部ですから、農学部において何

を目標と していくか。それは本来の教育研究は当然です

けれども、地域貢献というと ころから見ますと、我々、

残されていますのは、今、沖縄振興プランの中で、農業の

分野では、亜熱帯性の地域、 亜熱帯性の地域、海洋住1:の

気候を活かした高品質の農産物を安定的に生産すること

ができる基盤をつくっていく 、と。そういう意味で強い

農業、それからブランドを、沖縄ブラン ドの商品、 製品

なのか、こういったものをつくっていくというのが我々

にも与えられたテーマになっている。そういう意味で、

本日のこの八重瀬町あるいはその周辺の地域でのそれぞ

れの地域で、地域資源をつかって商品をブランド化して

琉球大学農学部長川本氏

いこうとしづ試み、これがし吋芯れ沖縄ブランドにつなが

っていくと思いますけれども、こ ういった沖縄の品業を

強いものに、より強いものに展開していく 、ということ

を今後とも琉球大学農学部は |こから 目線ではなく、みな

さんと一緒になってやりたいという風に思っております。

さきほどフロアからのご意見もありましたけれども、こ

ういった我々が持ってるソースというのを皆さんと一緒

に共有して、そしてこの地域の活性化のためにいろんな

手を使ってやりたいという風に思ってます。さきほどの

ご意見、非常に胸に突き刺さりました。今後、十分にそ

の辺を考えながら、またこの地域貢献プログラムを推進

していきたいという風に思います。本日は、4名の先生の

方、それから内藤先生なんですが、地域にお帰り になっ

て、また、より優れた地域ブランドの商品の製ifh化をす

るに至り 、大いなる活躍を祈念、いたしまして、この締め

の挨惨とさせていただきます。本日はどうもありがとう

ございます。

司会者:以上を~f らまして「第五回琉球大学農学部地域

貢献シンポジウム」 閉会させていただきたいと思います。

今日は長いH寺間ご参加いただきましでありがとうござい

ました。今回は]流球来li.報社、沖縄タイムス社、沖制放送、

琉J~R放送、沖縄県酒造組合、沖縄県酒造協同組合 、 それ

とJAおきなわと各社の後援をいただきました。ありがと

うございます。最後になりましたが、御礼申 しヒげます。

主催 琉球大学

共催沖縄県八重瀬IIIT

後 援 琉球新報社、沖縄タイムス社、r91~，地テレビ放送、

琉球放送、沖縄県酒造組合、沖縄県酒造協同組合、 .IAお
きなわ

シンポジウム実行委員構成 外山 |専英(委員長)、

諸見里善一、金城 和俊、仲村渠将、仲村 一郎

参加者 63名
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第 5回琉E京大学農学部地域貢献シンポジウム

アンケート

ー2013.11. 22 

本日はご来場いただきありがとうございます。今後の参考とさせていただきますので、

お手数ですが以下のアンケー卜lこご協力下さいますようお願いします。

1 .琉球大学農学部地域貢献シンポジウムへの参加について
1.今回初めて参加 2.過去 1回参加 3.過去2回参加

2.あなたの性別・年齢は?
(1)性別:男性・女性

(2)年齢:10代・20代・30代.40代・50代・60代・70歳以上

3.あなたのご職業は?
1.本学教員 2.本学職員 3.会社員・自営業 4.公務員・団体職員
5.本学学生 6.他大学の学生 7.中学生・高校生 8.主婦 9.無職
10.その他( ) 

4.どちらにお住まいですか?
1.八重瀬町 2.糸満市 3.那覇市 4.豊見城市 5.南城市 6.南風原町
7.その他の市町村( ) 8.県外(都道府県名: ) 

5.今回のシンポジウムを何でお知りになりましたか?
1.ポスター 2.チラシ 3.新聞 4.ホームページ 5.友人・知人
6.その他(

6.シンポジウムに参加していかがでしたか?
1.非常に良かった 2.良かった 3.どちらともいえない 4.あまり良くなかった
5.良くなかった

7.どれに一番興味を持たれましたか?
1.力ンダパー(ぐしちゃんいい菜)の特産化への取り組みと課題
2.白川ファームの6次産業化へのチャレンジ
3.八重瀬町の町花マリーゴールドから単離した酵母を使った泡盛の開発
4.沖縄県産島野菜と黒麹を使った植物発酵エキスの開発

8.講演内容についてのご意見・ご感想などをご自由にお書き下さい。

裏面もご自由にお使いください。

ご協力ありがとうございました。この用紙は、お帰りの際にアンケート回収箱にお入れ下さい。
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-カンダパー(<・しちゃんいい菜)の特産化への取り組みと課題
・白川ファームの6次産業化へのチャレンジ
・八重瀬町の町花マリーゴールド‘から単離した酵母を使った泡盛の開発
・沖縄県庄島野菜と累麹を使った植物発醇エキスの開発
・未回答
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八重瀬町からハイサイ!

~産学連携で地峨資漕を活用して地践活性化~

平成25年11月22日(金)13時-16時30分
八重潮町中央公民館 (入場無料)

1 .開会の挨拶八重瀬町長路屋根方次氏

2.基調講演疏球大学農学部 内麗重之氏

演題 「互恵的な産学連携で地峨も大学も元気に!J 

3.一般講漬

カンタパー(ぐしちゃんいい菜!の特産品化への取り組みと課題

ぐしちゃんいも生産組合安里美津男氏

・白川ファームの6次産業化へのチャレンジ

農業生産法人 (有)白川ファーム大崎自子氏

・八重瀬町の町花マリーコールドから単離した欝母を使った泡盛の開

(株)パイオジ工ツト 塚原正俊氏

・沖縄県産島野菜と黒麹を使った植物発酵エキスの開発

(株)アメニティ 加力議一氏

4.フロアを交えた総合討論

5.閉会の挨拶琉球大学農学部長川本康情

n~.. お問合せ先
タイムス社、坤縄テレビ蝕送 、IJーー， 琉E事大学鹿学部I!II
酒造組合、沖縄県酒造協同組合、 正 ETlmhel:悶8・895-8733
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